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uグリーンツーリズム促進事業　　　（進行段階…３）

k

▲

子
ど
も
た
ち
が
ご
み
の
分
別
体
験
を
通
し

て
環
境
を
守
る
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た

▲
▲

市
民
の
生
活
・
財
産
を
守
る
た
め
小
型

動
力
ポ
ン
プ
積
載
車
を
配
備
し
ま
し
た

▲

不
動
岩
展
望
所
か
ら
都
市
計
画
区
域

周
辺
の
開
発
状
況
を
確
認
し
ま
し
た

u都市計画マスタープラン策定事業　（進行段階…４）

平成20年度上半期（平成20年４月１日～９月30日
まで）の予算執行状況、財産、市債（長期借入金）、
一時借入金の状況や現在実施中の主な事業の進行
状況を紹介します。
【注】進行段階０→未着手　 １→着手したばかり

２→30％進行　 3→50％進行
４→80％進行　 5→100％進行

※お問い合わせは財政課へ　1４３－１１１９

u通所型介護予防事業　　　　　（進行段階…３）

会　計　名
一　般　会　計
簡易水道事業
農業集落排水事業
介護保険事業
水道事業
病院事業
下水道事業

9月末の借入残高
299億5,516万円
10億3,638万円
86億9,260万円

277万円
13億7,133万円
11億 102万円
65億4,247万円
487億 173万円

833,705円（/58,416人）

k

k

一般会計における財政調整
や建設改良、運用のためな
どの積立金

市民一人あたり

９月末の基金現在高

70億8,899万円
121,354円（/58,416人）

企業
会計

合　計
市民一人あたり

k

u未来への１ページ事業　　　　　（進行段階…３）

k

u子育て支援センター運営費　　　（進行段階…４）

k

▲読書活動推進員と子どもたちとのふれあいを通して
本への関心が高められています

会　計　名
一時借入額
市民一人あたり

病院事業会計
５億円

8,559円（/58,416人）

特別
会計

▲自然の中で子どもとお父さんが遊びを通して楽しい
ひとときを過ごしました

▲鹿央町下千田地区　住民が一体となってこれからの
地域づくりについて話しあわれています

▲温泉を利用して介護予防教室を開催しています
（タオル体操）

u地域づくり事業　　　　　　　　（進行段階…２）

鹿
央
町
岩
原
地
区
で
農
業
収
穫
体
験

（
ナ
シ
狩
り
）
を
お
こ
な
い
ま
し
た

u環境啓発学習事業　　 （進行段階…４）

u消防施設整備事業　　　　　　　　（進行段階…４）



緑
豊
か
な
田
園
風
景
が
残
る
本
市
。

ご
み
問
題
は
大
都
市
だ
け
の
問
題
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
豊
か
に
、
便
利
に
、

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
な
っ
た
私
た
ち
の

暮
ら
し
は
、
都
市
部
と
変
わ
ら
な
い

モ
ノ
の
流
通
や
消
費
を
も
た
ら
し
、

増
え
続
け
た
ご
み
。
こ
の
ご
み
を
減

ら
し
、
有
効
に
リ
サ
イ
ク
ル
（
再
資

源
化
）
し
よ
う
と
平
成
十
五
年
に
分

別
収
集
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

今
ま
で
燃
や
し
た
り
、
埋
め
た
り

平成19年度平成15年度

資源ごみ
リサイクルプラザ
に搬入

可燃ごみ
クリーンセンター
に搬入

1,615ｔ
うち家庭から

1,570ｔ

比　較

1,136ｔ
うち家庭から

1,082ｔ

＋479ｔ
うち家庭から

＋488ｔ

11,396ｔ
うち家庭から

7,566ｔ

12,704ｔ
うち家庭から

9,231ｔ

－1,308ｔ
うち家庭から
－1,665ｔ

不燃ごみ
最終処分場に搬入

798ｔ
うち家庭から

770ｔ

971ｔ
うち家庭から

937ｔ

－173ｔ
うち家庭から

－167ｔ

粗大ごみ
ごみの種別ごとに
各施設に搬入

231ｔ
うち家庭から

226ｔ

366ｔ
うち家庭から

332ｔ

－135ｔ
うち家庭から

－106ｔ

合　計
14,040ｔ

うち家庭から
10,132ｔ

15,177ｔ
うち家庭から
11,582ｔ

－1,137ｔ
うち家庭から
－1,450ｔ

１人あたり 239.9kg252.5kg －12.6kg

１人１日あたり 約657g約692g 35g減量

分別収集実施初年度と昨年度のごみの量（山鹿市分　単位：トン）

※クリーンセンターは鹿央地区。リサイクルプラザおよび最終処分場は植木町にあり
ます。ごみは事業系と家庭から出る生活系があり、表記しているのは合計した数値
です。これらの事業は山鹿市と植木町の１市１町の広域事業でおこなっています。
※平成15年度分の数値は旧市町の数値を合計して算出しています。
※一人あたりの数値はその年度末の人口で計算しています。

し
て
い
た
ご
み
を
分
別
し
、
資
源
を

有
効
活
用
す
る
分
別
収
集
。
こ
の
ご

み
分
別
収
集
が
始
ま
っ
て
五
年
が
経

過
し
、
本
市
の
ご
み
の
量
は
ど
の
よ

う
に
変
化
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
可

燃
ご
み
・
不
燃
ご
み
・
粗
大
ご
み
は

減
り
、
資
源
ご
み
が
増
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ご
み
の
全
体
量
も
微
量
で
は

あ
り
ま
す
が
確
実
に
減
っ
て
い
ま
す
。

限
り
あ
る
資
源
の
有
効
活
用
や
ご

み
の
減
量
化
の
意
識
の
あ
ら
わ
れ
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
地
域
の

方
々
を
は
じ
め
、
各
家
庭
・
一
人
ひ

と
り
の
協
力
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
す
。

;

右
ペ
ー
ジ
の
写
真
は
最
終
処
分
場

（
埋
立
）
に
持
ち
込
ま
れ
た
、
本
来
あ

る
は
ず
の
な
い
資
源
ご
み
や
可
燃
ご

み
を
分
別
し
て
い
る
様
子
で
す
。
な

ぜ
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
る
の

で
し
ょ
う
か
？

資
源
ご
み
と
し
て
出
せ
な
い
ご
み

や
、
燃
や
す
こ
と
の
出
来
な
い
ご
み

（
不
燃
ご
み
・
一
部
の
粗
大
ご
み
）
は
、

植
木
町
の
最
終
処
分
場
に
搬
入
し
て

い
ま
す
。
現
在
の
最
終
処
分
場
は
平

成
十
二
年
度
に
供
用
開
始
し
、
平
成

二
十
年
二
月
現
在
、
全
体
の
三
十

四
・
六
％
を
既
に
使
用
し
て
い
ま
す
。

資
源
ご
み
の
増
加
に
よ
り
、
処
分
場

へ
の
持
ち
込
ま
れ
る
ご
み
の
量
は
減

少
し
ま
し
た
が
、
中
に
は
カ
ン
類
や

ビ
ン
類
な
ど
の
資
源
ご
み
が
混
じ
っ

て
い
る
ケ
ー
ス
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

九
月
に
は
、
環
境
課
よ
り
「
ご
み

の
分
け
方
・
出
し
方
」
の
チ
ラ
シ
を

全
世
帯
に
配
布
し
て
分
別
の
徹
底
を

お
願
い
し
ま
し
た
。
ま
た
、
違
反
ご

み
な
ど
を
地
区
で
分
別
し
て
も
ら
い
、

適
正
に
排
出
し
て
も
ら
う
よ
う
依
頼

し
た
と
こ
ろ
、
最
終
処
分
場
へ
の
搬

入
量
が
大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
。

最
終
処
分
場
は
永
久
的
な
施
設
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
新
し
い
施
設
の
建

設
は
困
難
で
あ
り
、
処
分
場
の
延
命

化
を
図
る
た
め
に
も
、
資
源
ご
み
と

し
て
出
せ
る
も
の
は
必
ず
分
別
し
ま

し
ょ
う
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
家
庭
か

ら
ご
み
が
出
せ
な
く
な
る
日
が
、
近

い
将
来
訪
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

▲最終処分場に搬入されたカン・ビン類

一
枚
の
紙
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

違
反
ご
み
の
写
真
と
、
な
ぜ
違
反
ご

み
な
の
か
を
詳
し
く
書
い
た
用
紙
で
、

す
で
に
三
十
七
枚
目
に
達
し
て
い
ま

し
た
。
こ
の
地
区
で
は
今
は
違
反
ご

み
が
ほ
と
ん
ど
無
い
そ
う
で
す
。

「
先
日
の
講

習
会
に
も
多
く

の
方
に
参
加
し

て
も
ら
い
、
活

発
な
質
問
を
出

し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
地
域

の
方
は
、
日
頃

か
ら
ご
み
の
減

量
化
に
も
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
し
、

ご
み
に
対
し
て
の
意
識
は
高
い
と
思

い
ま
す
」。

ご
み
の
分
別
に
対
し
て
も
「
田
舎

ほ
ど
ま
じ
め
に
分
別
し
て
い
る
と
思
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▲最終処分場搬入量実績（平成20年）

九
月
二
十
三
日
、
鹿
本
町
川
北
地

区
で
は
、「
家
庭
ご
み
の
分
け
方
・
出

し
方
」
と
題
し
て
生
涯
学
習
講
習
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
十
月
一
日
か

ら
一
部
変
更
さ
れ
た
分
別
ご
み
の
分

け
方
・
出
し
方
を
地
域
で
学
ぼ
う
と

い
う
趣
旨
の
も
の
で
す
。

各
家
庭
か
ら
の
多
く
の
方
の
参
加

が
あ
り
、
サ
ン
プ
ル
を
使
用
し
て
の

分
別
方
法
の
実
施
。
ま
た
参
加
者
か

ら
は
、
ご
み
の
出
し
方
な
ど
に
対
し

て
多
く
の
質
問
が
あ
り
、
関
心
の
高

さ
が
伺
い
知
れ
ま
し
た
。

こ
の
講
習
会
後
の
十
月
六
日
早
朝
、

川
北
地
区
の
資
源
ご
み
回
収
場
を
訪

れ
ま
し
た
。
持
ち
寄
ら
れ
る
資
源
ご

み
を
確
認
し
た
り
、
ど
れ
に
分
別
す

る
の
か
迷
っ
て
い
る
方
に
声
を
か
け

る
公
民
館
長
の
冨
田
峯
令

み
ね
の
り

さ
ん
は
、

「
初
め
は
ご
み
収
集
後
、
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
多
く
の
違
反
ご
み
が
残
っ
て
い

ま
し
た
…
」。

冨
田
さ
ん
は
な
ぜ
違
反
ご
み
と
し

て
残
っ
た
の
か
理
解
で
き
な
か
っ
た

の
で
、
環
境
課
の
指
導
を
受
け
ま
し

た
。「
地
区
の
方
か
ら
も
質
問
を
受
け

る
場
合
が
あ
る
の
で
、
一
番
に
自
分

が
理
解
し
て
い
な
い
と
お
願
い
は
で

き
ま
せ
ん
。
一
度
覚
え
て
し
ま
え
ば

簡
単
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

で
も
、
今
で
も
悩
む
モ
ノ
も
あ
り
ま

す
ね
（
笑
）」。
さ
ら
に
「
こ
の
用
紙

を
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
貼
り
だ
し
て
啓

発
に
も
努
め
て
い
ま
す
」
と
言
っ
て

▲現在の最終処分場（10月10日撮影）

い
ま
す
。
都
会
で
は
な
か
な
か
う
ま

く
い
っ
て
い
な
い
と
聞
き
ま
す
が
、

そ
う
い
う
話
を
耳
に
す
る
と
、
ま
じ

め
に
さ
れ
て
い
る
方
の
気
持
ち
に
水

を
差
す
と
思
い
ま
す
ね
。
都
会
だ
か

ら
と
か
田
舎
だ
か
ら
と
か
何
も
変
わ

り
は
な
い
は
ず
で
す
し
、
何
の
た
め

の
リ
サ
イ
ク
ル
な
の
か
、
も
う
一
度

考
え
て
も
ら
い
た
い
で
す
」。

先
日
空
き
カ
ン
の
中
に
入
っ
た
タ

バ
コ
の
吸
い
殻
を
出
す
の
に
た
い
へ

ん
苦
労
し
た
と
い
う
話
か
ら
、「
ご
み

の
分
別
な
ど
は
、
ほ
と
ん
ど
の
家
庭

で
は
主
婦
が
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
が
、
分
別
を
実
際
に
す
る
人
だ
け

で
な
く
、
ご
み
を
発
生
さ
せ
る
人
が

分
別
の
意
識
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
、
も
っ
と
ス
ム
ー
ズ
に
い
く
秘
訣

だ
と
思
い
ま
す
。
家
族
全
員
で
協
力

し
て
、
そ
う
い
う
方
向
に
持
っ
て
い

け
た
ら
理
想
だ
と
思
い
ま
す
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

冨田　峯令さん 【とみたみねのり】
川北地区公民館長　鹿本町中川在住　64歳

特
集

ごみの区分

特集：もう一度考えようごみ問題



山
鹿
市
で
は
、
平
成
18
年
10
月
２

日
の
キ
ッ
ク
オ
フ
（
取
組
宣
言
）
以

来
、
環
境
省
が
策
定
し
た
「
エ
コ
ア

ク
シ
ョ
ン
21
」
に
基
づ
く
環
境
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
推
進

し
て
き
ま
し
た
が
、
運
用
に
あ
た
っ

て
は
、
計
画
（
Ｐ
ｌ
a
n
）
・
計
画

の
実
施
（
Ｄ
ｏ
）
・
取
り
組
み
状
況

の
確
認
、
評
価
（
Ｃ
ｈ
e
c
k
）
・

全
体
の
評
価
と
見
直
し
（
Ａ
ｃ
ｔ
ｉ

ｏ
ｎ
）
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ

り
継
続
的
改
善
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
初
め
て
の
取
り
組
み
で
し
た

が
、
多
く
の
職
員
の
努
力
の
結
果
、

平
成
19
年
11
月
21
日
に
九
州
の
自
治

体
で
初
め
て
認
証
・
登
録
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

現
在
、
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
地
球
温
暖
化
。
Ｃ
Ｏ
２
な
ど
の

温
室
効
果
ガ
ス
が
増
え
、
様
々
な
影

響
が
現
わ
れ
始
め
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
世
界
の
主
要
先
進
国
が
集
ま

り
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
ま
た
は
抑

制
す
る
た
め
の
会
議
が
開
か
れ
、
京

都
議
定
書
（
国
際
協
定
）
が
議
決
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
日
本
は
、
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
６
％
削
減
す

る
こ
と
を
約
束
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
目
標
達
成
に
は
厳
し
い
状
況
に

あ
り
、
約
束
を
達
成
し
て
い
く
た
め

に
各
界
各
層
が
一
体
と
な
っ
た
取
り

組
み
の
推
進
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
世
界
的
、
国
内
的
な
状

況
の
中
で
当
然
、
自
治
体
も
率
先
し

て
削
減
努
力
を
行
な
う
責
務
が
あ
り

ま
す
。

山
鹿
市
で
は
、「
環
境
基
本
条
例
」

で
「
自
ら
の
事
業
を
実
施
す
る
と
き

は
、
進
ん
で
環
境
へ
の
負
荷
を
少
な

く
す
る
」
こ
と
を
市
の
責
任
と
し
て

定
め
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
環
境
へ

の
「
負
荷
削
減
」「
地
球
温
暖
化
対
策
」

等
の
一
環
と
し
て
、
こ
の
環
境
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
普
及

を
図
り
な
が
ら
地
域
の
事
業
者
、
市

民
の
方
々
と
も
協
力
し
て
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

環境方針に基づく区分 環境方針に基づく区分
環境方針に基づく区分

環境
負荷
の
削減

目標達成度 対18年度比実績

人材
の
育成

環境
保全
活動
の
支援

CO2排出量削減

総排水量削減

廃棄物排出削減

システム構築の
推進

システムの地域
への普及

前年度同期間２％削減

前年度同期間２％削減

前年度同期間２％削減

対象部局・施設での
システム構築

システム構築支援活動
の実施

システム情報の提供

2.9％増

14.8％削減※注

9.9％削減

26,972.1kg増

2,174ｍ3削減※注

10.6トン削減

環境マネジメントシステム
本部・推進委員研修の実施

自治体イニシャティブプロ
ジェクトを実施

環境便で活動成果を広報

こ
れ
ま
で
の
１
年
間
（
平
成
19
年

４
月
か
ら
平
成
20
年
３
月
ま
で
）
の

実
績
を
「
環
境
レ
ポ
ー
ト
」
に
取
り

ま
と
め
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

開
し
て
い
ま
す
。

…
環
境
課
1
43
‐
７
２
１
１※注 総排水量は、負荷項目「公共用水域＋下水道」の比較です

まま ちち

問
合
せ

環境マネジメントシステム取り組みにおける目標と実績

８月から募集を始めた「山鹿市ふるさと応援寄附金」に
53件　4,458,000円(10月15日現在）のご寄附をいただき、
大変ありがとうございます。
引き続きふるさと山鹿への応援をお願いします。

●ふるさと応援寄附金（納税）制度とは
生まれ育ったふるさとの役に立ちたい、貢献したいという思い
を自治体への寄附金という形で実現させた制度で、これにより
寄附をされた方の所得税や、現在住んでいる自治体の住民税が一
定限度まで控除されるようになりました。また、「このまちを応
援したい」というところがあればふるさとではなくても、同じ
ように寄附することができ、税の控除も受けることができます。

●皆様からの「ふるさと応援寄附金」は、このように活用していきます

④地域とともに支えあう暮らしづくり
（福祉の充実に関する事業）

③活力ある産業づくり
（産業の振興に関する事業）

②人と自然が共生する環境づくり
（自然・環境に関する事業）

①心豊かにたくましく生きる人づくり
（教育・文化に関する事業）

⑤安全で快適なくらしを支える基盤づくり
（社会資本整備に関する事業）

…企画課　1４３－１１１４

①寄附申込書
③寄附金納付

②納付書等送付
④受領証明書送付

山鹿市

税務署
お住まいの
市区町村

寄附をされる方

連絡

所
得
税
の

軽減

⑤確
定申
告

住
民
税
の
軽
減

希望された
事業に活用

【寄附・確定申告の流れ】

小学生による岩野川の水生生物調査

平成19年度版環境活動レポートを策定しました

●応援メッセージ
熊本県　由富　章一様
図書購入等教育に対してお使いください。来年も引き続き寄附したいと思います。
福岡県　山浦　勝子様
日本人の温泉人口は今後ますます増大すると思います。山鹿温泉をもっとアピールすべきでは？
今、平山温泉が元気あるようですよ。頑張ってください。

京都府　有働　光昭様
帰郷するたびにシャッター街、高齢化が気になっています。頑張れ！負けるな！山鹿！
東京都　伊地知　紀子様
すばらしい温泉を持ちながら昔の活気がなく、だんだんさびれていくのを淋しく思っています。
「活気ある街づくり」をしっかりお願いしたいと思います。
千葉県　作本　良美様
「山鹿に帰るとほっとして元気が出る」いつまでもそんなふるさとであってほしいと願っています。

申込・問合せ

▲八千代座での子どもカブキ発表 ▲国営公園化を目指す鞠智城 ▲地域で活動する消防団

▲豊かな自然と清流 ▲温泉を利用した介護予防教室

※この他にもたくさんの応援メッセージをいただいています。ありがとうございます。



…全国高校ファッションデザイン選手権大会
８月５日 青森県弘前市民会館

青森県弘前市で、「ファッション甲子園」（第８回全国高校
ファッションデザイン選手権大会）が開催され、城北高校服
飾デザインコースのチームがみごと優勝しました。
大会には、全国から3,371チームの応募があり、デザイン画

審査を突破した40組がファッションショー形式で行われた最
終審査で作品を披露しました。
城北高校は、ピカソをテーマにしたカラフルなデザインの

衣裳で、審査員から「ピカソの世界観を見事に表現している」
と高い評価を受けました。モデル役の古里仁君（３年）は
「会場の反応が良かったので、リラックスしてできた。楽しか
った」と笑顔で話してくれました。

▲表彰を受ける上位入賞者（一番右が優勝した城北高校）

…2008北京パラリンピック水泳競技
９月14日　北京国家水泳センター　

９月６日から開催された2008北京パラリンピックの水泳競技に
日本代表として、川辺出身の生長奈緒美さん（大阪市在住、旧姓
小井出）が出場しました。
生長さんが出場したのは、50メートルと100メートルの自由形で、
初出場ながら50メートル自由形でみごと５位入賞を果たしました。
生長さんは、両目とも先天性の緑内障で、山鹿中学校、鹿本高

校では吹奏楽部に所属していましたが、32歳の時に初めて出場し
た、大阪府の視覚障がい者を対象にした水泳競技でいきなり優勝。
その後も、全国障害者スポーツ大会などで、国内記録を次々更新し
ました。
両親の小井出武徳さん、幹子さん（鍋田）も北京の水泳会場に

応援に駆けつけました。幹子さんは「小さいころから水泳は好き
でしたが、まさかパラリンピックに出場できるとは思っていませ
んでした。これまで支えていただいた多くの皆さんに感謝してい
ます」と話されました。

…矢谷渓谷まつり　９月23日　矢谷渓谷吉原橋周辺（菊鹿）

番所の棚田で彼岸花がちょうど満開を迎えた23日、矢
谷渓谷では、ます・やまめの釣り大会とつかみ取り大会
が開催されました。
釣り大会には、県内外から約130人の参加者が集まり、

釣り上げた魚の数を競いました。大人にまじり、みごと
２位に入賞した６年生の吉岡祐功君（菊池市）は「満足
した数じゃなかったけど、入賞してうれしい」と話して
くれました。
つかみ取り大会では、小学生以下約140人が参加し、学

年ごとに放流したますややまめを、悪戦苦闘しながらつ
かまえ、最後の夏の思い出を作っていました。
また、この日「棚田ふれあいツアー」も開催され、県

内外からの参加者は、彼岸花の赤と黄金色に色づいてき
た稲穂の見事なコントラストを楽しんでいました。

▲競技終了後、両親と一緒に記念撮影

平成20年（第４回）市議会９月定例会は、９月１日に開会し、９月16日までの16日間の日程で開かれました。
今議会では、条例、予算など議案16件（専決１件、条例５件、予算５件、その他５件）、認定14件、報告５件、
陳情１件を審議。さらに議員提出議案１件、意見書案１件が追加上程され審議されました。
その結果は次のとおりです。

■議案第66号　専決処分の承認を求めることについて　
（平成20年度山鹿市一般会計補正予算　
（第２号）） …承認

■議案第67号　職員の特殊勤務手当に関する条例の一部
を改正する条例　　　　　　　　…可決

■議案第68号　山鹿市税条例の一部を改正する条例
…可決

■議案第69号　山鹿市ふるさと応援基金条例　　…可決
■議案第70号　八千代座等条例の一部を改正する条例　

…可決(多)
■議案第71号　山鹿市立病院使用料及び手数料条例の一

部を改正する条例　　　　　　　…可決
■議案第72号　平成20年度山鹿市一般会計補正予算（第

３号） …可決
■議案第73号　平成20年度山鹿市国民健康保険事業特別

会計補正予算（第２号） …可決
■議案第74号　平成20年度山鹿市老人保健事業特別会計

補正予算（第２号） …可決
■議案第75号　平成20年度山鹿市介護保険事業特別会計

補正予算（第１号） …可決
■議案第76号　平成20年度山鹿市病院事業会計補正予算

（第１号） …可決
■議案第77号　山鹿市過疎地域自立促進計画の変更につ

いて　　　　　　　　　　　　　…可決
■議案第78号　山鹿市土地開発公社定款の一部変更につ

いて　　　　　　　　　　　　　…可決
■議案第79号　市道路線の認定について　　　　…可決
■議案第80号　市道路線の認定について　　　　…可決
■議案第81号　市道路線の認定について　　　　…可決

■認定第１号　平成19年度山鹿市一般会計歳入歳出決算
の認定について　　　　　　　…認定(多)

■認定第２号　平成19年度山鹿市国民健康保険事業特別
会計歳入歳出決算の認定について…認定

■認定第３号　平成19年度山鹿市老人保健事業特別会計
歳入歳出決算の認定について　　…認定

■認定第４号　平成19年度山鹿市農業集落排水事業特別
会計歳入歳出決算の認定について…認定

■認定第５号　平成19年度山鹿市介護保険事業特別会計
歳入歳出決算の認定について　　…認定

■認定第６号　平成19年度山鹿市・植木町介護認定審査
事業特別会計歳入歳出決算の認定につい
て　　　　　　　　　　　　　　…認定

■認定第７号　平成19年度山鹿市簡易水道事業特別会計
歳入歳出決算の認定について　　…認定

■認定第８号　平成19年度六郷財産区特別会計歳入歳出
決算の認定について　　　　　　…認定

■認定第９号　平成19年度城北財産区特別会計歳入歳出
決算の認定について　　　　　　…認定

■認定第10号　平成19年度稲田財産区特別会計歳入歳出
決算の認定について　　　　　　…認定

■認定第11号　平成19年度稲田六郷財産区特別会計歳入
歳出決算の認定について　　　　…認定

■認定第12号　平成19年度山鹿市水道事業会計決算の認
定について　　　　　　　　　　…認定

■認定第13号　平成19年度山鹿市病院事業会計決算の認
定について　　　　　　　　　　…認定

■認定第14号　平成19年度山鹿市下水道事業会計決算の
認定について　　　　　　　　　…認定

■報告第６号　専決処分の報告について　　　　…受理
■報告第７号　財団法人山鹿市地域振興公社の経営状況

の報告について　　　　　　　　…受理
■報告第８号　株式会社小栗郷の経営状況の報告につい

て　　　　　　　　　　　　　　…受理
■報告第９号　株式会社あんずの丘の経営状況の報告に

ついて　　　　　　　　　　　　…受理
■報告第10号　株式会社鹿本町振興公社の経営状況の報

告について　　　　　　　　　　…受理

■陳情第22号　旧同和地区における「子ども学習会」の
廃止を求める陳情書　　　　…継続審査

■議員提出議案第２号　山鹿市議会会議規則の一部を改
正する規則　　　　 …可決

■意見書案第３号　新たな過疎対策法の制定に関する意
見書　　　　　　　　　　　…可決　

＊なお、この議案書全文は、市役所ホール「情報プラザ」
に置いてあります。自由にご覧いただけます。
＊お問い合わせは議会事務局（1４３‐１６３４）
または本庁総務課法令文書係へ。（1４３‐１１１７）
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市内外から多彩な工芸品が勢揃いして、実演・展示・販
売がおこなわれ、３日間で約400人の人出でにぎわいました。
今年は、陶芸や木工芸、刃物などの他、珍しい流木工芸

など17人が制作した工芸品が所狭しと並びました。訪れた
人たちは、工芸品を一つ一つ手に取り、店の人にいろいろ
と質問したりしながらお目当ての品を探していました。
松永秀征・真理子さん夫婦（鹿校通り）は「工芸展に主

人は毎年来ているのですが、私は初めて来ました。いろい
ろな工芸品が並んでいるので目移りしてしまいますね。栗
の渋皮をむくのにちょうどいい小刀があったので買って帰
ります」と楽しそうに話していました。

…山鹿市あいのりタクシー「菊鹿あんず号」
出発セレモニー　９月28日　番所公民館（菊鹿）

10月１日より菊鹿・鹿本の一部地域と山鹿・鹿本市街地を結
ぶ山鹿市あいのりタクシー「菊鹿あんず号」の運行が始まりま
した。それに先立ち９月28日、出発セレモニーがありました。
セレモニーには、市長をはじめ市議会議員、菊鹿・鹿本地

区の区長や老人クラブの代表、地元の住民など約60人が参加
し、テープカットののち、第一便の出発を見送りました。
このあいのりタクシーは、予約が必要となるものの、地域
内の方は自宅から山鹿・鹿本市街地の目的地まで行け、帰り
は指定乗車場から自宅まで帰ることができるため、通院、買
い物などのお出かけが便利になります。
また、バス路線（番所線、相良観音線）の廃止に伴い、住

民代表より産交バスへ、花束の贈呈が行われました。
▲自宅から利用でき、便利になります

身近な話題、情報をお寄せください！

秘書課広聴広報係　1４３‐１１１２

益城町のグランメッセ熊本で開催された第62回全国お茶ま
つり熊本大会で、全国茶品評会の褒章授与式がありました。
この大会は、お茶の生産技術向上と消費拡大を図る目的で

毎年開催されており、品評会には25都府県から９種1,131点
が出品。内質・外観などの４つで審査されました。
蒸し製玉緑茶の部で山鹿市が産地賞の１位を受賞。個人の

部でも中満房夫さん（岳間製茶　多久）が最高賞となる農林
水産大臣賞を受賞し、見事日本一に輝きました。
その他の１等受賞者は次のとおりです。（敬称略）
農林水産省生産局長賞　　㈲佐とう製茶　佐藤公俊（池永）
（社）日本茶業中央会会長賞　渕上製茶　渕上武一（矢谷）

…全国茶品評会褒章授与式　
10月４日　グランメッセ熊本

▲蒸し製玉緑茶の部で表彰を受ける中満さん　

▲「わが家に帰って孫に教えよう」と熱心に聞き入る会員

市老人クラブ連合会鹿北支部では、市が取り組んでいる
「早ね　あいさつ　朝ごはん」運動を推進しようと、鹿北老
人福祉センターで講演会を行いました。
熊大附属病院発達小児科の上土井

じょうどい

貴子先生が「脳を育む育
て方」と題し講演し、「睡眠（体内時計）とホルモンバラン
スの関係や、ホルモンが不足するとどのような影響が体にあ
るのか、また、ゴールは『意欲のある子ども』に育てること、
その手段として『早ね　あいさつ　朝ごはん』がある」と話
しました。
講演会には、老人クラブ会員のほか、地元の保護者、保育

園・学校の先生など約70人が参加し、何気なく取っていた睡
眠がいかに大切かを学びました。

…「早ね　あいさつ　朝ごはん」講演会　
10月８日　鹿北老人福祉センター　

あんずの丘では、県内外から86チーム650人の子どもたち
が参加してのサッカー大会がありました。
今年で11回目を迎えるこの大会も年々レベルが上がり、ど

の子も大人顔負けのプレイの連続で会場は大盛り上がり。ゴ
ールを決めてチームメイトから祝福されたり、負けて悔し涙
を流す子どもたちなど、さまざまなドラマがくり広げられま
した。応援している保護者の声援と、子どもたちの声が秋空
の下、あんずの丘に響きました。
山鹿市関係の上位チーム
小学３年生の部 ３位：山鹿ＦＣＪ　チェルシー
小学１年生の部 優勝：山鹿ＦＣＪ　チェルシー

３位：山鹿ＦＣＪ　アーセナル
ガールズの部 ３位：菊鹿クラブ　ガールズ

…第11回あんずの丘U-9サッカー大会
10月４日　菊鹿運動広場

山鹿市の魅力を全国に伝える「ふるさとやまが大使」と
して、プロ野球日本ハムの元監督で「球界の親分」の愛称
で親しまれる大沢啓二さん（76）に委嘱状を交付しました。
大沢さんは立教大学野球部のチームメイトの紹介で、６

年ほど前から山鹿市を訪れ講演会の開催や、交通安全キャ
ンペーンに参加するなど、まちづくりに貢献されているこ
とから今回の大使就任となりました。
大沢さんは山鹿市の魅力を「人が良くて気の休まる所。

温泉もいいな。今後は全国に山鹿市をどんどんＰＲしてい
きますよ」と笑顔で話していました。
また、大沢さんからは「スポーツを通じて立派な人間に

成長してください」と、市内20の小学校に野球ボール５ダ
ースづつが贈られました。

▲ゴールめがけて必死にボールを追いかける菊鹿クラブの選手

…ふるさとやまが大使委嘱状交付式
10月２日 山鹿市役所　

▲大使の委嘱を受け中嶋憲正市長と握手をする大沢啓二さん(左)

…第13回あんずの丘工芸展　
９月21～23日　あんずの丘　

▲お目当ての品を手にとって
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テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
ミ
シ
ン
が
７
千
円
で
販
売

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
電
話
で
購
入
し
、
販
売
会
社
の
人

が
ミ
シ
ン
を
持
っ
て
き
ま
し
た
が
、「
こ
の
ミ
シ
ン
は
あ

ま
り
良
く
な
い
」
と
言
っ
て
27
万
円
の
ミ
シ
ン
を
勧
め

ら
れ
、
承
諾
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
翌
日
、
解
約
し
よ

う
と
思
い
連
絡
し
た
と
こ
ろ
、
70
％
の
解
約
料
を
払
え

ば
応
じ
る
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
契
約
書
は
も
ら
っ
て
い

ま
せ
ん
。
解
約
し
た
い
の
で
す
が
・
・
・
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
見
て
の
購
入
申
込
み
は
、

特
定
商
取
引
法
で
は
通
信
販
売
に
該
当
し
、
無
条
件
で

の
契
約
解
除
（
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
）
は
適
用
さ
れ
ま

せ
ん
。

し
か
し
、
ご
質
問
の
場
合
、
当
初
購
入
し
よ
う
と
思

っ
て
い
た
の
は
７
千
円
の
ミ
シ
ン
で
あ
り
、
27
万
円
の

高
価
な
ミ
シ
ン
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
よ
う

に
別
の
商
品
の
購
入
を
勧
誘
さ
れ
た
場
合
は
、
訪
問
販

売
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

・
契
約
書
を
受
け
取
っ
て
か
ら
、
８
日
以
内
は
無
条
件

で
の
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
ま
す
。

・
商
品
の
引
き
取
り
に
要
す
る
費
用
は
、
事
業
者
の
負

担
に
な
り
ま
す
。

ご
質
問
の
場
合
は
、
契
約
書
を
も
ら
っ
て
い
な
い
わ

け
で
す
か
ら
、
例
え
契
約
か
ら
８
日
間
を
過
ぎ
て
い
た

と
し
て
も
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
可
能
で
す
の
で
、

解
約
料
を
支
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
は
、
証
拠
を
残
す
た
め
書
面
で
通
知
し
て
く

だ
さ
い
。…

商
工
課
　
　
　
　
　

1
43
‐
１
４
１
３

問
合
せ

…
山
鹿
消
防
署(

総
務
課
・
予
防
課)

1
43
‐
１
１
９
４

山
鹿
消
防
署
鹿
北
分
署
　
1
32
‐
２
５
７
４

山
鹿
消
防
署
東
分
署
　
　
1
46
‐
２
３
８
２

問
合
せ

宝
篋
印
塔
と
は
、
経
典
を
収
め
る
た
め
の

塔
で
あ
り
、
市
内
に
も
各
地
に
所
在
す
る
。

川
西
の
宝
篋
印
塔
は
上
内
田
川
中
流
域
の
右

岸
に
位
置
す
る
川
西
集
落
の
水
田
の
中
に
そ

び
え
立
つ
巨
大
塔
で
、
元
は
玉
専
山
妙
覚
寺

の
境
内
に
建
っ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
。こ

の
塔
は
上
部
の
相
輪

そ
う
り
ん

と
隅
飾

す
み
か
ざ
り

突
起

と
っ
き

の
２

ケ
所
が
欠
落
し
美
観
を
損
な
っ
て
い
る
が
、

復
元
す
れ
ば
５
ｍ
以
上
に
及
ぶ
巨
塔
で
、
熊

本
県
下
で
も
最
大
級
の
宝
篋
印
塔
で
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。
塔
は
阿
蘇
熔
岩
で
つ
く
ら

れ
、
高
さ
２
・
７
０
ｍ
、
幅
１
・
３
２
ｍ
、

塔
身
は
高
さ
５
１
・
５
ｃ
ｍ
、
幅
５
６
・
８

ｃ
ｍ
、
基
礎
は
６
段
式
で
、
す
べ
て
別
石
を

積
み
重
ね
、
塔
身
、
蓋
下

が
い
か

逆
二
段
石

ぎ
ゃ
く
に
だ
ん
せ
き

、
蓋
石

が
い
せ
き

も
す
べ
て
別
石
を
積
み
重
ね
細
部
に
わ
た
り

切
石
で
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
隅
飾
も
、
馬
耳

ば

じ

状
突
起

じ
ょ
う
と
っ
き

（
三
弧
匙
形

さ
ん
こ
ひ
け
い

）
で
、
蓋
の
軒
の
四
面

に
別
石
を
嵌は

め
込
ん
で
い
る
。
塔
身
西
側
上

部
に
は
、
宝
篋
印
陀
羅
尼
経

だ
ら
に
き
ょ
う

を
納
め
る
小
孔

が
あ
り
、
古
老
の
話
に
よ
る
と
経
巻
の
紙
や

布
切
れ
が
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
引
き
ず
り

出
さ
れ
た
と
い
う
。

こ
の
塔
は
同
じ
宝
篋
印
塔
で
も
形
式
が
異

な
り
、
塔
に
装
飾
が
な
い
の
は
、
あ
ま
り
に

も
巨
大
で
あ
る
た
め
省
略
さ
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。

銘
は
基
礎
最
下
段
の
切
石
東
側
に
10
行
刻

ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
正
和

し
ょ
う
わ

３
年
３

月
28
日
に
造
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
鎌
倉

時
代
末
期
で
あ
る
。

大
旦
那

だ
い
だ
ん
な

で
あ
る
地
頭

じ
と
う

沙
彌

し
ゃ
み

道
妙

ど
う
み
よ
う

は
こ
の
地

域
を
支
配
し
た
地
頭
で
、
相
良
氏
一
族
の
内

田
相
良
氏
で
あ
る
。
内
田
氏
の
祖
で
あ
る
宗

頼
は
約
400
ｍ
離
れ
た
西
北
の
丘
陵
部
に
若
宮

城
を
築
き
、
そ
の
子
孫
は
多
岐
に
わ
た
っ
て

い
る
。

内
田
相
良
氏
家
系
の
人
の
法
名
に
は
「
道
」

の
字
が
多
く
、
塔
の
造
立
者
で
あ
る
大
旦
那

地
頭
沙
彌
道
妙
も
俗
名
が
誰
か
は
分
か
ら
な

い
。
正
和
３
年(

１
３
１
４)

は
、
宗
頼
が
亡

く
な
っ
た
安
貞
元
年(

１
２
２
７)

３
月
か
ら

87
年
後
に
あ
た
り
、
そ
の
間
に
世
代
を
あ
て

は
め
る
と
内
田
相
良
氏
の
５
〜
６
世
代
後
の

人
か
、
若
し
く
は
法
名
の
わ
か
ら
な
い
内
田

相
良
氏
の
分
家
筋
に
あ
た
る
人
か
も
知
れ
な

い
。
真
空
、
真
蓮
尼
は
一
族
と
身
近
な
人
と

思
わ
れ
る
が
詳
し
く
は
わ
か
ら
な
い
。

地
元
の
人
々
は
、
水
田
か
ら
盛
り
上
が
っ

た
四
面
の
土
壇
上
を
塔
本

と
お
ん
も
と

、
石
塔
を
塔と

う

さ
ん

と
呼
ん
で
お
り
、「
こ
の
地
を
開
墾
す
れ
ば

腹
が
せ
く
（
腹
が
痛
く
な
る
）」
と
い
う
伝

え
が
残
っ
て
い
る
。
毎
年
３
月
28
日
に
は
塔

の
前
で
「
塔
さ
ん
祭
り
」
の
供
養
が
行
わ
れ
、

大
切
に
守
り
続
け
ら
れ
て
い
る
。

紹
介
者：

山
鹿
市
文
化
財
保
護
委
員

竹
下
　
輝
幸
さ
ん

（
菊
鹿
町
長
）

▲川西宝篋印塔全景

▲隅飾

▲西側小孔

▲台座銘

重度の自閉症の息子デールは、子犬ヘンリーとだけ
は奇跡的に心を通わせ始める。母親はヘンリーに希望
を託し、デールを世界へ導きだす試みに乗り出した－。
18年間にわたる成長の軌跡を綴った感動のノンフィク
ション。

増尾　清／監修　世界文化社

食の危険＝毒から食卓を守る「安全ごはん」のレシ
ピ集。安心な食材の選び方、危険を減らす下ごしらえ、
有害物質の悪影響を減らす食べ合わせ方を、料理の作
り方とともに紹介。取り外せる安全便利手帳付き。

太陽にじりじりと照らされたゾウのオラフは。どこ
か冷たいところに行きたいと思い、荷物をまとめ、旅
に出ることにしました。太陽、雲、雨…。さまざまな
天気が出てくる楽しい絵本。

ﾋｯﾃ・ｽﾍﾟｰ／文・絵　のざかえつこ／訳　GENEON

・おはなし会
日時u11月26日D 午後２時30分から

・おはなし会
日時u11月１日G・８日G・15日G

22日G・29日G
午後２時から

・おひざにだっこのおはなし会
日時u11月11日C・18日C・25日C

午前11時から
・天使と楽しむおはなし会（妊婦対象）
日時u11月18日C

午前10時30分から

山鹿市中央公民館図書室
u11月３日-・23日-・24日0
山鹿市鹿本図書館
u11月３日-・４日C・10日B

17日B・23日-・24日0
30日A

鹿北公民館図書室
u毎週月・土・日曜と祝祭日の
午後５時以降
(月曜日が祝日の場合終日休館）
(火～金は午後８時まで開館）

菊鹿公民館図書室
u年末・年始
鹿央公民館図書室
u毎週土曜・日曜・祝祭日

ﾇｱﾗ・ｶﾞｰﾄﾞﾅｰ／著　入江真佐子／訳　早川書房

《今月は山鹿市中央公民館図書室から》

11
月
９
日
A
か
ら
15
日
G
ま
で
『
秋
の
火
災
予
防
運

動
』
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
時
期
は
、
空
気
が
乾
燥
し
火
災
が
発
生
し
や
す

い
気
候
と
な
り
ま
す
。
予
防
の
意
識
を
高
め
て
火
災
の

発
生
を
防
止
し
、
火
災
か
ら
尊
い
命
と
財
産
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

住
宅
防
火
・
命
を
守
る
３
つ
の
習
慣
、
４
つ
の
対
策

☆
３
つ
の
習
慣
☆

・
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ
た
位
置

で
使
用
す
る
。

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
等
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
必
ず
火

を
消
す
。

☆
４
つ
の
対
策
☆

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設

置
す
る
。

・
火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
た

め
寝
具
、
衣
料
及
び
カ

ー
テ
ン
等
を
防
炎
製
品

に
す
る
。

・
家
庭
に
１
本
消
火
器
を

設
置
す
る
。

・
お
年
寄
り
や
体
の
不
自

由
な
人
を
守
る
た
め
、

隣
近
所
の
協
力
体
制
を

つ
く
る
。



つ
ぼ
み
保
育
園
　
1
48
‐
２
１
９
８

毎
年
、
夏
に

行
わ
れ
て
い
る
年

長
児
の
お
泊
ま
り

保
育
で
は
、
大
き

な
期
待
に
加
え
不

安
も
あ
っ
た
子
ど

も
た
ち
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
不
安
を
乗

り
越
え
、
素
晴
ら

し
い
思
い
出
と
大

き
な
自
信
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し

た
。み

ん
な
で
作
っ
た
カ
レ
ー
や
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、
楽

し
か
っ
た
川
遊
び
、
グ
ル
ー
プ
で
協
力
し
た
オ
リ
エ
ン

テ
ー
リ
ン
グ
。
そ
し
て
一
日
の
終
わ
り
に
御
堂
の
仏
様

の
前
で
園
長
先
生
よ
り
一
人
ひ
と
り
に
頂
い
た
励
ま
し

の
言
葉
は
、
子
ど
も
た
ち
の
心
に
響
き
、
お
泊
り
保
育

を
終
え
た
子
ど
も
た
ち
の
表
情
は
さ
わ
や
か
に
輝
い
て

い
ま
し
た
。

こ
の
大
き
な

自
信
を
胸
に
、

お
友
達
と
心
を

一
つ
に
し
て
、

夏
祭
り
の
鼓
笛

の
発
表
や
運
動

会
で
も
精
一
杯

命
を
輝
か
せ
て

い
た
子
ど
も
た

ち
で
し
た
。

八
幡
保
育
園
　
1
43
‐
１
１
５
７

給
食
の
に
お
い
に

誘
わ
れ
て
「
今
日
の

給
食
は
何
で
す
か
」

と
、
か
わ
い
い
子
ど

も
た
ち
の
声
が
、
今

日
も
給
食
室
の
向
こ

う
側
か
ら
聞
こ
え
て

き
ま
す
。

今
年
も
八
幡
保
育

園
で
は
、
菜
園
活
動

で
収
穫
し
た
も
の
を

給
食
の
食
材
に
取
り
入
れ
た
り
、
食
育
ク
ッ
キ
ン
グ
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

普
段
は
給
食
室
の
中
に
い
る
私
た
ち
調
理
士
も
ク
ッ

キ
ン
グ
の
日
に
は
、
ク
ラ
ス
に
出
か
け
「
一
日
先
生
」

を
体
験
し
て
い
ま
す
。

春
に
は
園
庭
で
採
れ
た
「
よ
も
ぎ
」
や
「
桜
の
葉
」

を
使
っ
た
「
よ
も
ぎ
だ
ん
ご
」
や
「
桜
も
ち
」
作
り
を

し
ま
し
た
。
夏
に
は
「
し
そ
ジ
ュ
ー
ス
」
も
作
り
、
お

迎
え
に
き
て
い
た
だ
い
た
お
家
の
方
に
も
、
子
ど
も
た

ち
の
希
望
で
試
飲
し
て
も
ら
い
喜
ば
れ
ま
し
た
。

調
理
を
す
る
の
み
で
な
く
、
子
ど
も
た
ち
と
ふ
れ
合

い
な
が
ら
食
の
大
切
さ
や
命
の
育
み
を
伝
え
る
こ
と
が

で
き
、
私
た
ち
に
も
よ
い
刺
激
に
な
っ
て
い
ま
す
。

畑
の
土
に
触
れ
、
水
や
り
草
取
り
と
育
て
る
過
程
を

経
験
し
な
が
ら
、
収
穫
の
喜
び
と
と
も
に
そ
の
苦
労
を

知
り
、
か
ら
だ
の
成
長
と
栄
養
の
関
係
に
も
関
心
が
で

て
き
た
子
ど
も
た
ち
で
す
。

秋
に
は
さ
つ
ま
芋
も
採
れ
そ
う
で
す
。
畑
に
は
、
ナ

ス
、
ピ
ー
マ
ン
、
オ
ク
ラ
、
サ
ラ
ダ
菜
、
し
し
と
う
が

実
っ
て
い
ま
す
。「
次
は
ど
ん
な
お
料
理
し
よ
う
か
ね

〜
」
と
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
考
え
る
の
も
楽
し
い

時
間
に
な
り
そ
う
で
す
。【
八
幡
保
育
園
給
食
室
よ
り
】

【質問】
子どもの泣き声にうんざりしています。時には子ど

もに手をあげそうになります。どうしたらよろしいで
すか。
【答え】
子どもは、自分の気持ちに気付いてもらうためのコ

ミュニケーション手段として泣きます。早く泣きやん
でほしければ、子どもが何を伝えたいかに気付くのが
一番の方法です。お腹が痛いのか、眠たいのに眠れな
いからか、腹が立つからなのか・・などです。
一方、親側の気持ちには複雑な心境が隠れています。

子どもに対してというより、他のことで精神的な余裕
を無くしている状況が考えられます。「子育ての心の準
備ができていなかった」「出産後に体調を崩し、子育て
に負担を感じている」「仕事が忙しく、時間的に余裕が
ない」「子育てに非協力的な夫に不満がある」「自分あ
るいは、夫、しゅうと、しゅうとめの嫌なところが似

ている」などのいろいろな背景があって、人は無意識
に子どものちょっとしたしぐさにも反応し、感情をあ
らわにすることがあります。ですので、自分が子ども
の何に反応しているかをチェックする必要があります。
その時、自分を責めてはいけません。責めるとつらく
て事実をそのまま受け入れられなくなるからです。ま
ず、手をあげそうになるけど抑えている自分を褒めま
しょう。
リフレッシュする時間は持てませんか？心に余裕が

できると、子どもへの対応も変わってきます。泣いて
いる子どもの耳元でささやくように、「どうしたの？」
と聞いてあげてください。少しでも言葉にできたら、
「よく話せたね」と褒めます。その時点で泣きやんでい
るかもしれません。それができたら、お母さんは自分
自身を褒めてあげましょう。子どもと頭をなで合うと
楽しくなります。

山鹿回生病院の臨床心理士
篠原昌子先生に子育ての悩み
に答えていただきます。

〈ターザンごっこ〉
ロープに足をかけ、
振り子のようにブ
ラーン、ブラーン。
ターザンごっこの
お約束は大きな声
で「ア～、ア、ア
～」と叫ぶこと。

〈すべり台〉
むか～しからあるコンクリートの
すべり台。
風を切る一瞬の快感を求めて人はな
ぜ何度も繰り返し滑るのでしょう？
その結果…　
穴あきズボンのおまけ付き！！

〈ツリーハウス〉
登ってみれば別世界
ぼくの！わたしの！秘密基地！！
トムソーヤ気分を味わおう！

山鹿子育て支援センター　143‐1270 鹿北子育て支援センター　132‐3194 菊鹿子育て支援センター　148‐4660

鹿本子育て支援センター　146‐2635 鹿央子育て支援センター　136‐2150 つどいの広場(ぽかぽか・おさか童夢) 143‐1155

申込・問合せ

▲夕べの集い…　みんなでお参りをしました。

▲川遊びたのしいな！

▲よもぎを混ぜると緑の団子になったよ！

か
も
と
乳
児
保
育
園
　
1
46
‐
３
４
３
９

か
も
と
乳
児
保
育
園
の
年
長
組
は
現
在
20
人
と
た
い

へ
ん
に
ぎ
や
か
で
す
。
行
事
の
中
で
も
子
ど
も
た
ち
の

意
欲
や
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、
ま
た
、
保
護
者
の
皆

さ
ん
と
は
ふ
れ
合
い
遊
び
な
ど
で
親
子
の
つ
な
が
り
を

深
め
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
保
護
者
の
方
か
ら
子
ど
も
の

成
長
の
喜
び
を
お
伝
え
し
ま
す
。

末
っ
子
の
娘
は
、
も
う
年
長
児
。
そ
の
娘
が
、
７
月
、

園
長
先
生
が
運
転
す
る
バ
ス
で
、
年
長
組
の
み
ん
な
と

大
矢
野
へ
保
育
園
生
活
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
「
２
泊
３
日

の
お
泊
ま
り
キ
ャ
ン
プ
」
に
行
き
ま
し
た
。

数
日
前
か
ら
ワ
ク
ワ
ク
。
お
兄
ち
ゃ
ん
か
ら
、
海
で

の
楽
し
い
思
い
出
、
み
ん
な
と
入
っ
た
洞
窟
温
泉
、
す

い
か
割
り
な
ど
、
情
報
収
集
を
し
、
気
分
も
高
ま
っ

て
・
・
。
で
も
、
一
人
で
お
泊
ま
り
を
し
た
事
が
な
い

娘
、
し
か
も
２
泊
。
不
安
が
見
え
隠
れ
し
て
い
ま
し
た
。

当
日
の
朝
、
家
を
出
る
時
「
楽
し
み
な
ん
だ
け
ど
、

少
し
心
配
」
と
本
音
を
ポ
ロ
リ
。
だ
け
ど
、
３
日
間
の

キ
ャ
ン
プ
を
終
え
て
帰
っ
て
き
た
娘
は
、「
楽
し
か
っ

た
。
一
人
で
寝
れ
た
よ
」
と
、
と
て
も
自
信
に
満
ち
あ

ふ
れ
、
少
し
成
長
を
し
、
さ
ら
に
日
焼
け
に
磨
き
が
か

か
っ
て
い
ま
し
た
。

い
つ
も
い
ろ
い
ろ

な
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
、
で
き
た
事
を
喜

ん
で
教
え
て
く
れ
る

娘
。
私
は
、
子
ど
も

の
目
を
見
て
、
言
葉

に
し
っ
か
り
耳
を
傾

け
、
温
か
く
見
守
り
、

共
に
成
長
し
て
い
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。

▲海で泳いだよ！

!! !!

あなたは、どんな秋を楽しみたいですか・・・？
スポーツの秋を楽しみたいあなたに、おすすめの
トレジャースポットがあります。

スナッピーだったら…

冒険ごっこ－！！

あなただったら…
お弁当？ままごと？
何をする？？



小学校・中学校の話題をお届け！

城北小学校

＆ -  ④ -
熊本市京町１丁目13番11号
熊本地方裁判所刑事部　1０９６‐３２５‐２１２１
山鹿市選挙管理委員会 1４３‐１５９４

城北小学校では、毎月20日を「いのちの日」として、か
けがえのない生命について考える取り組みをしています。
きっかけとなったのは、４年前の交通死亡事故でした。当
時２年生だった同級生たちも今年は６年生となりました。
毎年８月20日の命日には、学級全員そろってお参りに行っ
ています。５月の修学旅行には、彼の写真もいっしょに参
加しました。同級生は、心も体も成長していきますが、写真
の中の彼はずっと２年生のあどけない笑顔のままなのです。

さて、今年も９月19日に交通安全キャンペーンをおこ
ないました。駐在さんや交通指導隊のみなさんといっし
ょに、６年生が、交通安全を呼びかけるマスコットを、
通勤時間帯に正門前を通る車のドライバーに配りました。
このマスコットは、全校児童で作ったものです。「ぼくた
ち歩行者に気付いてください」「シートベルトをしめまし
ょう」など、交通事故をなくしたいという思いをこめた
標語と折り鶴がいっしょになったマスコットです。
午後の「交通安全宣言式」には、交通安全標語や命の

重さを考えた作文発表をしました。６年生の作文の中に、
「年月がたっても、事故で亡くなった同級生が教えてくれ
た命の重さを忘れてはいけません」とあり、参加者の胸
をうちました。
また、本校で交通安全運動に取り組んでおられた高

伸一先生(現合志南小学校長)の講演(演題『怜志よありが
とう』～再会を信じて～)をお聞きして、「今、元気に生
きていることに感謝しよう。死は他人ごとではない」と
いう思いを深めました。

▲全国大会でも頑張ります！

▲「安全運転お願いします」

このコーナーでは、みなさんか
らの投稿を主に紹介します。
広報紙を読んだ感想、うれしか
ったこと、知ってもらいたいこ
と、イラスト、写真など、文章
の長短、ジャンルは問いません。
お待ちしています！

■投稿上の注意
・投稿は、郵送または持参でお
願いします。
・住所・氏名・年齢の記入をお
忘れなく。（匿名希望、ペンネ
ーム使用の場合でも）
・絵や写真などには、ひとこと
コメントをお願いします。
・毎月10日までにお願いします。
■送付先（持参もOKです）
〒861-0592 山鹿市役所秘書課広
報やまが「読者の広場」まで

投
稿

投
稿

投
稿

鹿
本
農
業
高
等
学
校

施
設
園
芸
科
３
年
　

上
妻
め
い
（
最
優
秀
賞
）

生
活
科
学
科
２
年

井
上
麻
希
（
優
秀
賞
）

８
月
５
日
、
熊
本
県
学
校
農
業
ク
ラ

ブ
主
催
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

競
技
会
熊
本
県
大
会
に
学
校
代
表
と
し

て
参
加
し
ま
し
た
。
県
下
の
農
業
高
校

生
が
集
ま
り
、
規
定
作
品
「
ホ
リ
ゾ
ン

タ
ル
ス
タ
イ
ル
」
と
自
由
作
品
「
自
分

の
思
い
描
く
テ
ー
マ
」
の
２
つ
の
作
品

で
競
い
ま
し
た
。

ど
の
作
品
も
素
晴
ら
し
く
、
ま
さ
か

私
た
ち
が
入
賞
す
る
と
は
思
っ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
最
優
秀
賞
（
１
席
）

と
優
秀
賞
（
２
席
）
を
受
賞
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
審
査
員
の
先
生
方
に

も
良
い
点
、
改
善
点
を
指
導
し
て
い
た

だ
き
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

11
月
に
大
阪
市
で
開
催
さ
れ
る
全
国

産
業
教
育
フ
ェ
ア
に
熊
本
県
代
表
と
し

て
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
大
会

ま
で
に
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
お
花
に
ふ

れ
て
、
み
ん
な
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
作

品
が
作
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

鹿
本
商
工
高
等
学
校
　

商
業
科
販
売
実
習
班

鹿
本
商
工
商
業
科
で
は
、
今
年
も
10

月
９
日
か
ら
11
月
27
日
ま
で
、
鹿
本
町

商
店
街
の
空
店
舗
を
利
用
し
実
習
を
行

っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
こ
れ
ま
で
に

な
い
品
ぞ
ろ
え
と
や
る
気
で
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

「
茶
ま
い
も
万
十
」
は
、
山
鹿
地
域

の
特
産
物
で
あ
る
お
茶
を
使
い
、
鹿
本

町
の
菓
子
工
房
た
か
く
ら
様
の
協
力
も

い
た
だ
き
開
発
し
ま
し
た
。
他
で
は
味

わ
え
ま
せ
ん
の
で
、
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
木
曜
日
に
は
、
私
た
ち

が
た
て
る
お
茶
の
サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て

い
ま
す
。
最
近
話
題
の
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

に
効
果
の
あ
る
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
茶
」

も
お
勧
め
で
す
。
人
気
商
品
は
、
残
り

少
な
い
の
で
早
め
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
間u

〜
11
月
27
日
E

火
・
金
曜
日
　
午
後
４
時
〜
５
時

木
曜
日
　
　
午
後
１
時
半
〜
５
時

場
所u

山
鹿
商
工
会
前
空
店
舗

能
面
ク
ラ
ブ
や
ま
が

野
村
　
琉
堂
さ
ん

秋
期
能
面
教
室
で
「
小
面
（
こ
お
も

て
）」
を
創
り
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

場
所u

山
鹿
539(

桜
町
温
泉
そ
ば
）

…
野
村
琉
堂
（
指
導
者
）

1
5
44
‐
５
１
９
１

1
080
‐
１
７
６
６
‐
６
７
６
９

太
田
　
寿
一
さ
ん

外
国
人
に
よ
る
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

【
韓
国
語
】

日
時u

11
月
16
日
A
〜
毎
週
日
曜
日

午
後
１
時
〜
２
時
半(

月
４
回)

【
英
語
】

日
時u

11
月
16
日
A
〜
毎
週
日
曜
日

午
後
３
時
〜
４
時
半(

月
４
回)

【
中
国
語
】

日
時u

11
月
16
日
A
〜
毎
週
日
曜
日

午
後
５
時
〜
６
時
半(

月
３
回)

…
太
田
寿
一

1
080
‐
３
９
７
８
‐
３
５
６
７

投
稿 問合せ

原則は、６週間程度前に、また、
審理の期間が長くかかると考えら
れる事件については、８週間程度
前までにお知らせします。
このお知らせには、裁判員に選

ばれた場合にいつからどの程度の
期間つとめていただくか（職務従
事予定期間）を記載します。

70歳以上の人 地方の議会の議員
(ただし、会期中のみ)

学生、生徒

裁判員の職務を行
うことや裁判所に
行くのが困難な人

５年以内に裁判
員や検察審査員
などの職務に従
事した人　

問
合
せ

問
合
せ

裁判員制度は、特定の職業や立場の人に偏
かたよ

らず、広
く国民に参加してもらう制度です。原則として、辞退
はできません。ただし次のような人は辞退できます。

それなら、日程
調整できるな。



〈
有
料
広
告
〉

〈
有
料
広
告
〉

11
月
12
日
D
〜
25
日
C
ま
で
の
２
週

間
は
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す

運
動
」
期
間
で
す
。

県
で
は
、
11
月
に
基
調
講
演
や
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、

女
性
の
た
め
の
法
律
相
談
な
ど
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
家
庭
か
ら
暴
力
を
な
く
す

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
環
と
し
て
「
女
性

に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
in
く
ま

も
と
」
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

…
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

1
096
‐
355
‐
１
１
８
７

虐
待
を
受
け
た
こ
と
が
明
白
で
あ
っ

た
り
、
そ
の
疑
い
が
あ
る
場
合
な
ど
気

に
な
る
児
童
を
発
見
さ
れ
た
方
は
、
左

記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ

ま
す
。

…
子
育
て
支
援
課
　

1
43
‐
１
５
１
４

家
庭
児
童
相
談
室
（
福
祉
課
内
）

1
43
‐
１
１
６
８

熊
本
県
中
央
児
童
相
談
所
　

1
096
‐
381
‐
４
４
５
１

地
区
に
よ
り
交
付
日
が
異
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

…
子
育
て
支
援
課
　

1
43
‐
１
５
１
４

問
合
せ

問
合
せ

Bは、国民健康保険税第８期の
納期限となっています。
口座振替の方も残高をご確認ください。

※時間は、いずれの地区も9：00～19：00
※本人確認ができるもの(運転免許証など)と
印鑑を持参してください。

問
合
せ

「
税
を
考
え
る
週
間
」
は
、
国
民
生

活
に
深
い
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
税
に

つ
い
て
、
そ
の
意
義(

必
要
性)

お
よ
び

役
割(

使
途)

や
税
務
行
政
の
現
状
を
分

か
り
や
す
く
説
明
す
る
と
と
も
に
、
国

民
の
皆
さ
ま
に
税
の
仕
組
み
や
目
的
を

考
え
て
、
国
の
基
本
と
な
る
税
に
対
す

る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
に
設
け

ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
の
期
間
中
、
小
・
中
・
高
校
生
の

作
文
や
書
道
な
ど
「
税
の
作
品
展
」
を

左
記
の
場
所
に
て
開
催
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
プ
ラ
ザ
フ
ァ
イ
ブ
「
四
季
の
広
場
」

○
道
の
駅
か
ほ
く
「
多
目
的
ホ
ー
ル
」

○
菊
鹿
総
合
支
所

○
鹿
本
生
涯
学
習
・
健
康
セ
ン
タ
ー

「
ひ
だ
ま
り
」

○
鹿
央
総
合
支
所

…
税
務
署
　
1
44
‐
２
１
８
１

（
自
動
音
声
案
内
）

問
合
せ

「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の一部が平成20年
４月から施行され、市の財政状況を判断するために設けられた健全
化判断比率および資金不足比率を公表することとされています。

○平成19年度決算に基づき「健全化判断比率」を算定したところ、
いずれの指標についても早期健全化基準、財政再生基準を下回り
ました。

（単位：％）

※１　一般会計が赤字となった場合に、赤字の程度を指標化し、
財政運営の深刻さの度合いを示すものです。

※２　山鹿市の全会計の赤字、黒字額を合計（連結）し、山鹿市
全体としての財政運営の深刻さの度合いを示すものです。

※３　一般会計等が負担する借入金の返済額およびそれに準ずる
額の大きさを指標化し、資金繰りの危険度を示すものです。

※４　借入金や将来支払っていく可能性のある負担等の額の大き
さを指標化し、将来財政を圧迫する可能性が高いかどうか
を示すものです。

○各公営企業における「資金不足比率」については、いずれの会
計も資金不足を生じていません。

（単位：％）

注記）上記比率については現時点における暫定値です。
…財政課　　1４３‐１１１９問合せ

税
理
士
に
よ
る
無
料
税
務
相
談
を
行

い
ま
す
。

・
青
色
申
告
記
帳
相
談

・
相
続
税
、
贈
与
税
、
消
費
税
な
ど

そ
の
他
、
税
に
関
す
る
こ
と
な
ら
ど
ん

な
相
談
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
予
約
は
不
要

で
す
。
お
気
軽
に
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時u

11
月
12
日
D

午
後
１
時
半
〜
４
時
半

場
所u

鹿
北
総
合
支
所
　
１
階
相
談
室

…
鹿
北
総
合
支
所
税
務
係

1
32
‐
３
１
１
１

借
金
問
題
で
お
悩
み
の
方
の
無
料
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。
相
談
員
や
弁
護

士
、
司
法
書
士
が
お
伺
い
し
ま
す
。
ひ

み
つ
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時u

11
月
10
日
B

午
後
１
時
〜
４
時
半

場
所u

鹿
本
生
涯
学
習
・
健
康
セ
ン
タ

ー
「
ひ
だ
ま
り
」

…
熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

1
096
‐
352
‐
１
６
６
０

問
合
せ

10
月
で
空
調
設
備
工
事
が
終
わ
り
、

11
月
１
日
か
ら
、
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

【
利
用
料
金：

１
時
間
当
た
り
】

冷
房u

４
、
６
０
０
円

暖
房u

２
、
９
０
０
円

１
階
床
暖
房u

９
０
０
円

２
階
床
暖
房u

９
０
０
円

…
文
化
課
　

1
43
‐
１
６
９
１

八
千
代
座
　1

44
‐
４
０
０
４

問
合
せ

地区
山鹿
鹿北
菊鹿
鹿本
鹿央

交付場所
本庁子育て支援課

各地区総合支所
市民福祉課

交付日
11月４日C・５日D

11月４日C

11月４日C

11月４日C・５日D

11月４日C・５日D

特別会計名
水道事業会計
病院事業会計
下水道事業会計
農業集落排水事業特別会計
簡易水道事業特別会計

資金不足比率
－
－
－
－
－

経営健全化基準
20.00
20.00
20.00
20.00
20.00

11
月
11
日
C
〜
17
日
B
ま
で
は
「
税

を
考
え
る
週
間
」
で
す
。

問
合
せ

実質赤字比率　　　※１
連結実質赤字比率　※２
実質公債費比率　　※３
将来負担比率　　　※４

山鹿市
－
－
12.8
76.3

早期健全化基準
12.67
17.67
25.0
350.0

財政再生基準
20.00
40.00
35.0
－

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
を
行
い

ま
す
。

日
時u

11
月
８
日
G
・
９
日
A

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所u

山
鹿
市
中
央
公
民
館

内
容u

・
権
利
義
務
等(

相
続
・
契
約
そ
の
他)

・
農
地
、
建
設
業
、
交
通
事
故
に
関
す

る
相
談
な
ど

…
熊
本
県
行
政
書
士
会
鹿
本
支
部

1
43
‐
３
３
３
４

問
合
せ

相
談
は
無
料
で
す
の
で
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
時u

毎
週
月
・
火
・
木
・
金
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所u

本
庁
福
祉
課

内
容u

児
童
、
母
子
や
Ｄ
Ｖ
に
つ
い
て

の
相
談

…
福
祉
課
　

1
43
‐
１
１
６
７

問
合
せ



〈
有
料
広
告
〉

〈
有
料
広
告
〉

日
時u

11
月
30
日
A
【
雨
天
決
行
】

午
前
８
時
半
受
付
、
９
時
ス
タ
ー
ト

集
合
場
所u

岳
間
渓
谷
キ
ャ
ン
プ
場

管
理
棟
前

定
員u

200
人
（
先
着
順
）

参
加
料u

５
０
０
円

（
参
加
賞
、
保
険
料
含
む)

コ
ー
スu

岳
間
渓
谷
周
辺
13
D

申
込
方
法u

ハ
ガ
キ
に
氏
名
、
住
所
、

電
話
番
号
、
生
年
月
日
を
明
記
の
う
え
、

事
務
局
へ
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切u

11
月
14
日
F

※
昼
食
等
は
各
自
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

…
〒
861
‐
０
６
０
１

鹿
北
町
四
丁
１
７
８
７

(

山
鹿
市
商
工
会
鹿
北
支
所
内)

岳
間
渓
谷
と
里
山
あ
る
き
実
行
委
員
会

1
32
‐
２
１
０
３

山
鹿
の
文
化
や
歴
史
に
つ
い
て
学
び

ま
せ
ん
か
。
来
民
地
区
の
新
町
絵
図
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
す
。

日
時u

11
月
15
日
G

午
後
１
時
半
受
付
　
２
時
開
会

講
演
会
終
了
後
、
来
民
地
区
の
町
並

み
散
策
を
行
い
ま
す
。

会
場u

鹿
本
生
涯
学
習
・
健
康
セ
ン
タ

ー
「
ひ
だ
ま
り
」

テ
ー
マu

新
町
絵
図
解
説

講
師u

大
墨
通
夫
氏

(

山
鹿
市
文
化
財
協
力
員)

参
加
料u

無
料

※
事
前
に
電
話
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

…
文
化
課

1
43
‐
１
６
９
１

肥
後
国
衆
一
揆
顕
彰
会
議
で
は
、
史

跡
を
巡
る
「
歴
史
探
訪
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
年
は
、
あ
の
篤
姫
が
お
輿
入

れ
の
と
き
に
通
っ
た
豊
前
街
道
を
歩
い

て
、
道
筋
に
あ
る
史
跡
や
文
化
財
を
見

学
し
て
街
道
の
魅
力
に
迫
り
ま
す
。

日
時u

11
月
22
日
G
【
雨
天
決
行
】

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
頃

集
合
場
所u

山
鹿
市
立
博
物
館
駐
車
場

(

午
前
８
時
50
分
ま
で
に
集
合)

定
員u

30
人
（
先
着
順
）

参
加
料u

１
、
０
０
０
円

（
昼
食
代
、
記
念
品
、
保
険
料
含
む)

コ
ー
スu

博
物
館
〜
肥
猪
町
〜
南
関
御

茶
屋
跡(

現
地
解
散)

約
15
D

申
込
締
切u

11
月
18
日
C

※
雨
天
時
は
雨
具
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
事
前
に
電
話
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

…
出
土
文
化
財
管
理
セ
ン
タ
ー

1
46
‐
５
５
１
２

人
権
に
つ
い
て
考
え
、
人
権
を
尊
重

す
る
こ
と
の
重
要
性
を
標
語
と
し
て
表

現
し
ま
せ
ん
か
。

用
紙
規
格u

Ｂ
４
版
縦
半
分
の
サ
イ
ズ

（
１
作
品
に
つ
き
）

募
集
締
切u

11
月
28
日
F

提
出
先u

人
権
啓
発
課

※
応
募
は
ひ
と
り
何
点
で
も
可

※
作
品
は
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
一

環
と
し
て
本
庁
お
よ
び
各
総
合
支
所

に
提
示

…
人
権
啓
発
課

1
43
‐
１
１
９
９

申
込
・
問
合
せ

【
鹿
央
】

q
一
般
相
談u

11
月
10
日
B

w
子
ど
も
生
活
相
談u

11
月
17
日
B

e
心
の
悩
み
相
談u

12
月
１
日
B

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

場
所u

鹿
央
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
36
‐
３
８
１
１

※
法
律
・
警
察
相
談
は
要
予
約
で
す
。

…
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

1
48
‐
４
６
６
６

問
合
せ

申
込
・
問
合
せ

申
込
・
問
合
せ

申
込
・
問
合
せ

社
会
福
祉
協
議
会
で
行
っ
て
い
る
心

配
ご
と
相
談
は
無
料
で
、
ど
こ
の
支
所

で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

【
山
鹿
】

q
一
般
相
談u

11
月
７
日
F

w
子
ど
も
生
活
相
談u

11
月
14
日
F

e
消
費
生
活
相
談u

11
月
21
日
F

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午
　

場
所u

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

社
協
山
鹿
支
所

1
43
‐
１
１
３
４

【
鹿
北
】

q
一
般
相
談u

11
月
６
日
E

w
子
ど
も
生
活
相
談u

11
月
13
日
E

e
司
法
相
談u
11
月
20
日
E

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

場
所u

鹿
北
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
32
‐
２
６
９
６

【
菊
鹿
】

q
一
般
相
談u

11
月
５
日
D

w
子
ど
も
生
活
相
談u

11
月
12
日
D

e
法
律
相
談u

11
月
19
日
D
要
予
約

q
と
w

午
前
９
時
〜
正
午

e

午
前
10
時
〜
正
午

場
所u

菊
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

ひ
ま
わ
り
館1

48
‐
５
０
６
０

【
鹿
本
】

q
一
般
相
談u

11
月
４
日
C

w
子
ど
も
生
活
相
談u

11
月
11
日
C

e
警
察
相
談u

11
月
18
日
C
要
予
約

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

場
所u

鹿
本
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
「
親
和
荘
」

1
46
‐
２
２
０
６

専
門
の
相
談
員
が
親

身
に
な
っ
て
相
談
に
応

じ
ま
す
。
電
話
で
の
相

談
も
お
受
け
し
ま
す
。

日
時u

月
〜
金
曜
日

（
祝
祭
日
を
除
く
）

午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
５
時

※
毎
月
第
２
・
４
水
曜
日
の
午
後
１
時

〜
４
時
は
弁
護
士
に
よ
る
相
談
を
受

け
て
い
ま
す
。(

要
予
約
・
面
談
の
み)

…
熊
本
市
辛
島
町
８
‐
23
桜
ビ
ル
辛
島
町

日
本
損
害
保
険
協
会
熊
本
自
動
車

保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

1
096
‐
324
‐
８
７
４
０

問
合
せ

社
会
保
険
事
務
所
の
専
門
官
が
相
談

を
受
け
ま
す
。

年
金
手
帳
や
年
金
証
書
な
ど
基
礎
年

金
番
号
が
わ
か
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

日
時
・
場
所u

11
月
12
日
D
・
26
日
D

市
役
所
１
階
　
会
議
室

※
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

（
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）

…
国
保
年
金
課1

43
‐
１
５
３
０

問
合
せ

相
談
は
無
料
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時u

11
月
13
日
E

午
後
１
時
半
〜
４
時

場
所u

青
少
年
ホ
ー
ム
（
市
役
所
裏
）

…
商
工
課
　
1
43
‐
１
４
１
３

問
合
せ

河
川
の
浄
化
と
環
境
保
全
を
目
的
に

約
50
ア
ー
ル
の
土
地
に
、
コ
ナ
ラ
・
モ

ミ
ジ
・
ク
ヌ
ギ
な
ど
を
植
樹
し
ま
す
。

日
時u

11
月
30
日
A

開
会
午
前
10
時
〜
植
樹
祭
11
時
〜

場
所u

大
津
町
環
境
の
森

参
加
料u

無
料

※
昼
食
は
準
備
し
ま
す
。
人
数
に
制
限
が

あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。(

申
込
み
は
11
月
４
日
C
〜)

※
駐
車
場
は
、
会
場
周
辺
に
縦
列
駐
車
と

な
り
ま
す
。

…
菊
池
川
の
日
実
行
委

員
会(

大
津
町
環
境
保
全
課
）

1
096
‐
293
‐
３
１
１
３

菊
池
川
流
域
同
盟
事
務
局

(

玉
名
市
環
境
整
備
課
）

1
０
９
６
８
‐
75
‐
１
１
１
８

申
込
・
問
合
せ

1

場所u講演会：山鹿市総合体育館第２アリーナ
実技指導：山鹿市民球場

定員u500人（先着順・入場無料）
※見学および講演会の参加は自由です。
※申込方法など詳しくはお問い合わせください。

…熊本県ソフトボール協会事務局
15０５０‐７５５３‐８０７０

日時u11月16日A

９：20～　受付
10：20～　宇津木麗華氏による講演
11：20～　オリンピック選手と話そう
13：00～　オリンピック選手による実技指導

※実技指導の対象は、小学生以上（初心者OK）

元女子ソフトボール日本代表宇津木麗華氏並びに北京オリンピック代表選手・
乾絵美捕手、三科真澄内野手を中心としたソフトボールフォーラムを開催します。 場所u山鹿市中央公民館

※準備の都合上、参加希望の方
は連絡をお願いします

※菊池川の分田橋から鍋田まで
の区間が対象です。

…都市計画課
1４３‐１５９１

国土交通省と山鹿市では、山
鹿市の地域活性化につながる川
づくりを計画しています。この
計画に市民のみなさんの意見を
反映させるために、第３回意見
交換会を開催します。
日時u11月12日D午後７時

申込・問合せ

問合せ



工事名 工事場所 落札業者 落札額(円)

９/２
９/２
９/２
９/24
９/24
９/24
９/24
９/24
９/24
９/24

平成20年度菊鹿東部2期地区幹線１号（その２）工事
鹿北グラウンド整備工事（２工区）
鹿北グラウンド整備工事（３工区）
良福寺第３団地外壁改修工事
鬼丸団地外壁改修工事
平成20年度　津袋地区汚水管渠築造工事（６号）
平成20年度　津袋地区汚水管渠築造工事（７号）
平成20年度　水道局倉庫建設工事
平成20年度　十三部御宇田線配水管布設工事
平成20年度　津袋地区配水管布設工事（その７）

菊鹿町下永野地内
鹿北町四丁地内
鹿北町四丁地内
鹿本町来民地内
鹿本町来民地内
鹿本町津袋地内
鹿本町津袋地内
古閑地内
方保田地内
鹿本町津袋地内

1岩下建設
2岩下産業
1戸上建設
環境産業
福田塗装
2上村建設工業
2古澤建設
1津留工務店
2池田設備
アイビー浄水2

21,000,000
5,124,000
17,115,000
5,932,500
14,385,000
8,064,000
10,216,500
23,625,000
11,686,500
7,507,500

※落札価格500万円以上の工事を掲載（落札額は消費税を含む） …本庁総務課監理検査室　143ｰ1118

入札日

問合せ

開催日 行　事　名 時間 料金
午前

午後

午後

夜間

午後

午後

日中

日中

関係者

有料

無料

関係者

無料

無料

有料

無料

２日A

６日E

～
16日A

18日C

22日G

23日-

24日0

・
25日C

30日A

八千代座子ども歌舞伎教室
坂東玉三郎特別舞踊公演
一、坂東玉三郎お目見得「口上」一幕
二、新歌舞伎十八番の内「鏡獅子」
平成19・20年度文科省指定
「自立支援実践モデル事業」実践発表会
八千代座狂言教室
市芸術祭参加　琴城流大正琴琴泉会
大正琴のつどい
市芸術祭参加　久一カラオケ教室
平成20年度八千代座大歌舞伎
一、「魚屋宗五郎」二幕
二、「京人形」
坂東三津五郎、中村芝雀、坂東彦三郎ほか
※24日0のみ２公演
歌と踊りの祭典

＊主催者の都合により時間や内容など変更になる場合があります。
なお、各催しのチケット・主催者などの問合わせは、八千代座
までどうぞ（1４４‐４００４）

２日A

３日-

９日A

16日A

23日-

24日0

30日A

日（曜） 診療時間：午前９時～午後５時
11
月
の
休
日
在
宅
当
番
医

＊都合により変更になる場合があります（鹿本郡市医師会）

平井藤岡医院／前原耳鼻咽喉科医院／幸村医院
山鹿中央病院／藤原クリニック
横手医院／佐藤クリニック
小林医院／中川医院
桑木内科／まえはら泌尿器科クリニック
井上小児科医院／かもと整形外科医院
山鹿温泉リハビリテーション病院/きくか松岡クリニック

k
期間u11月１日G～15日Gまで

k
期間u11月16日A～30日Aまで
古遊館(下町） 1４４‐６４０３
時間u10：00～17：00 （水曜定休）

古民家　百花堂（上町）1０８０‐６４２６‐４５１９
時間u11：00～18：00

日
時u

11
月
16
日
A

午
後
１
時
〜
３
時

場
所u

後
藤
宅
（
城
３
６
６
８
‐
35
）

参
加
費u

300
円

＊
宗
派
と
は
一
切
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

＊
感
謝
す
る
こ
と
で
心
の
幸
せ
を
学
び

ま
す
。…

熊
本
生
と
死
を
考
え
る
会

副
会
長
　
後
藤
邦
夫

1
44
‐
７
１
８
９

問
合
せ

国
内
・
海
外
を
旅
し
た
時
の
場
面
を

テ
ー
マ
に
し
た
作
品
で
す
。

日
時u

11
月
14
日
F
〜
16
日
A

午
前
11
時
〜
午
後
６
時

場
所u

天
聴
酒
蔵
跡

内
容u

水
彩
画
と
ク
レ
ヨ
ン
画
の
展
示

会
・
似
顔
絵
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

入
場
料u

無
料

…
北
原

1
090
‐
８
５
３
６
‐
２
９
４
６

問
合
せ

日
時u

12
月
６
日
G
午
後
零
時
半
〜

場
所u

鹿
央
公
民
館

内
容u

小
中
高
生
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
発

表
、
講
演
、
街
頭
啓
発
、
人
権

作
品
発
表
な
ど

…
人
権
啓
発
課1

43
‐
１
１
９
９

問
合
せ

日
時u

11
月
４
日
C
〜
28
日
F

場
所u

ろ
う
き
ん
山
鹿
支
店
ロ
ビ
ー

…
一
ノ
瀬
建
志1

44
‐
５
６
０
９

問
合
せ

日
時u

11
月
10
日
B

午
後
７
時

場
所u

法
事
の
館
　
夢
想
庵

テ
ー
マu

も
の
づ
く
り
よ
り
地
球
づ
く
り
！

沙
漠
に
木
を
！

会
費u

500
円

※
お
預
か
り
し
葬
祭
支
援
費
に
し
ま
す
。

…
法
事
の
館
　
夢
想
庵

1
43
‐
２
２
１
１

問
合
せ

k
期間u11月１日G～９日Aまで

k
真綿・傘・すす竹　山鹿に生まれる作品展
期間u11月11日C～16日Aまで

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
E
C
O
」。
マ

イ
バ
ッ
ク
、
マ
イ
は
し
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

丁
寧
に
生
産
し
た
農
産
物
や
食
品
加

工
品
を
準
備
し
、
た
く
さ
ん
の
方
の
来

校
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時u

11
月
９
日
A

午
前
10
時
〜
午
後
２
時(

販
売
時
間)

場
所u

鹿
本
農
業
高
校

農
場
お
よ
び
体
育
館

内
容u

一
般
公
開
・
販
売

・
生
産
物
販
売(

ハ
ム
、
米
粉
パ
ン
、

シ
ク
ラ
メ
ン
、
胡
蝶
蘭
、
花
苗
な
ど)

・
P
T
A
、
生
徒
に
よ
る
食
品
バ
ザ
ー

・
郷
土
芸
能
伝
承
部
の
山
鹿
灯
籠
踊
り

・
授
業
、
部
活
動
の
作
品
展
示

※
環
境
に
配
慮
し
て
、
公
共
機
関
や

乗
り
合
わ
せ
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

…
鹿
本
農
業
高
校(

担
当
　
西
垣)

1
46
‐
３
１
０
１

入場料u大人　１、０００円
中高生　　５００円
小学生以下　　無料
…社会体育課　1４３‐００９０

地元、オムロンハンドボール部をみんなで
応援しましょう！
【オムロンVSソニーセミコンダクタ九州】
日時u11月１日G午後１時～　　　　　　
場所u山鹿市総合体育館
【オムロンVS北國銀行】
日時u11月８日G午後４時～　　　　　　
場所u山鹿市鹿央公民館

問合せ

現
在
就
職
を
お
探
し
の
方
は
、
履
歴

書
を
複
数
枚
ご
用
意
の
う
え
、
参
加
く

だ
さ
い
。

日
時u

11
月
20
日
E

午
後
１
時
〜
４
時

場
所u

ポ
リ
テ
ク
熊
本
体
育
館

（
合
志
市
須
屋
）

参
加
資
格u

現
在
就
職
先
を
お
探
し
の

方(

来
春
卒
業
予
定
者
を
除
く)

参
加
企
業u

約
40
社

…
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池

1
24
‐
８
６
２
５

問
合
せ

問
合
せ

古
代
の
森
で
聴
く
素

晴
ら
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
。

芸
術
の
秋
を
満
喫
し

ま
せ
ん
か
。

日
時u

11
月
15
日
G

午
前
９
時
半
〜
正
午
　

場
所u

古
代
の
森

（
市
立
博
物
館
横
）

※
雨
天
時
は
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル

出
演
団
体u

山
鹿
少
年
少
女
合
唱
団
、

米
田
小
学
校
、
川
辺
小
学

校
、
山
鹿
小
学
校
音
楽
部
、

菊
鹿
音
楽
愛
好
会
、
ハ
ー

モ
ニ
ー
た
ん
ぽ
ぽ
、
コ
ー

ラ
ス
鹿
本
、
山
鹿
童
謡
を

歌
う
会
、
山
鹿
コ
ー
ル
エ

イ
ト
、
山
鹿
市
民
合
唱
団

特
別
ゲ
ス
トu

D
O
Y
O
組

…
山
鹿
市
立
博
物
館

1
43
‐
１
１
４
５

問
合
せ

日
時u

11
月
４
日
C
〜
６
日
E

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所u

山
鹿
市
役
所
ロ
ビ
ー

…
山
鹿
市
山
鹿
文
化
協
会

1
43
‐
３
３
１
１

問
合
せ

お
花
の
色
と

形
が
そ
の
ま
ま

残
せ
る
と
て
も

美
し
い
立
体
の

フ
ラ
ワ
ー
ア
ー

ト
で
す
。

期
日u

12
月
か
ら
始
め
ま
す

場
所u

あ
ん
ず
の
丘
押
花
館
ホ
ー
ル

熊
本
総
合
女
性
セ
ン
タ
ー

申
込
締
切u

11
月
末
ま
で

※
詳
細
に
つ
い
て
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

…
菊
鹿
フ
ラ
ワ
ー
バ
ン
ク
事
務
局

(
あ
ん
ず
の
丘
押
花
館
）

1
48
‐
３
９
６
０
　

申
込
・
問
合
せ



R応募時に３歳までのお子さんを募集しています。
掲載ご希望の方は、写真とメッセージ、住所、
氏名、生年月日を書いて、市役所秘書課へ郵送
またはご持参ください。

 

 

（H20.３.17生れ）
久原（山鹿）

Qわたしからのメッセージ
パパ大好き！！
また一緒に散歩に行こうネ。

Qじい、ばあからのメッセージ
兄ちゃんに負けるな！
ガンバレ、ガンバレ、操ちゃ
ん！！

（H19.３.11生れ）
中（山鹿）

問合せ

今回の「ゆ～かむ通信」は、誤解の多い温泉の循環
システムについてご照会します。
温泉のシステムは大きく分けて２種類の形態があり

ます。まず、一つ目は掛け流し湯です。このシステム
は皆さんが一番きれいで安全だと思われているシステ
ムです。この温泉の特徴は、湯量の多い温泉に多く見
られ、温泉資源保護のために減りつつある温泉です。
二つ目は「ゆ～かむ」もこのシステムにあたる循環

浴で、湯量の少ない温泉や、新設の温泉に多く見られ
ます。この温泉の特徴は、浴槽の下部から排水し、ろ
過機を通して汚れを取り除いた後再び浴槽に戻すもの
です。また、このシステムも二つに分ける事が出来ま
す。
まず一つ目は、循環を行いながら新しいお湯を足し

オーバーフローさせるシステムです。「ゆ～かむ」では

（H20.３.17生れ）
石（山鹿）

Qわたしからのメッセージ
美樹姉ちゃん、千晶姉ちゃん
またいっぱい遊んでね。

赤ちゃんの行事には母子健康手帳が必要です。
忘れずにご持参ください。

幸の国健康温泉館「ゆ～かむ」
営業時間
午前10時～午後10時
（プール・ジムは午後９時半まで）
休館日 毎週木曜日
1４２‐５１００

この循環システムを採用しています。
二つ目は、浴槽からオーバーフローさせないか、オ

ーバーフローしたお湯まで循環させるシステムです。
「ゆ～かむ」には岩風呂、桧風呂それぞれに内風呂、

露天風呂、薬湯があり、いろんなお風呂を楽しんでい
ただけます。また、温泉の他にもトレーニングジム、
温水プール、レストランとさまざまな施設があり、お
客様のお好みでお楽しみいただけます。
これからもしばらくは運動

しやすい季節だと思います。
「ゆ～かむ」をぜひ有効利用し
てみてください。皆様のおい
でを心からお待ちしています。

日時u11月10日B 山鹿・鹿北　11月17日B 山鹿・鹿本
受付時間u鹿本　13：30～15：00

山鹿　13：30～　（受付13：20～）
鹿北　９：30～11：00

場所u山　鹿→山鹿健康福祉センター
鹿　北→鹿北老人福祉センター
鹿　本→鹿本生涯学習・健康センター「ひだまり」

日時u11月10日B 山鹿・鹿北　11月17日B 鹿本
受付時間u９：30～11：00
場所u母子健康手帳交付と同じ

k
＊３～４か月児健診（20年７月生）
日時u11月18日C 13：30～14：00受付
対象u山鹿・鹿北・鹿央
＊７～８か月児健診（20年３月生）
日時u11月25日C 13：30～14：00受付
対象u山鹿・鹿北・鹿央
＊１歳６か月児健診（19年３月生）
日時u11月４日C 13：30～14：00受付
対象u山鹿（大道校区を除く）・鹿北・鹿央
＊３歳児健診（17年７月生）
日時u11月21日F 13：30～14：00受付
対象u山鹿（大道校区を除く）・鹿北・鹿央

k
＊乳児健診（20年３月・７月生）
日時u11月11日C 13：30～14：00受付
対象u鹿本・菊鹿
＊１歳６か月児健診（19年３月生）
日時u11月26日D 13：30～14：00受付
対象u山鹿（大道校区）・鹿本・菊鹿
＊３歳児健診（17年７月生）
日時u11月27日E 13：30～14：00受付
対象u山鹿（大道校区）・鹿本・菊鹿

お問い合わせは、お住まいの地域の保健師まで
・山鹿市役所健康増進課
（健康福祉センター内） 1４３‐００５０
・鹿北総合支所市民福祉課　　1３２‐３１１１
・菊鹿総合支所市民福祉課　　1４８‐３１１１
・鹿本総合支所市民福祉課　　1４６‐３１１２
・鹿央総合支所市民福祉課　　1３６‐３１１４

対象治療法u体外受精および顕微受精
給付内容u１回の治療につき10万円までとし、１年度あた

り２回を限度に通年５年
助成対象者u体外受精および顕微授精以外の治療法では妊

娠の可能性がないと医師に診断された県内
（熊本市を除く）に住む戸籍上の夫婦
夫婦合算した所得額が730万円未満

※平成20年度は、治療終了日が平成20年４月１日～平成21
年３月31日の方が対象です。平成21年３月末までに必ず
申請してください。
※詳しくは、山鹿保健所にお問い合わせください。

不妊に関する相談：熊本県女性相談センター

11月10日B～16日Aは全国糖尿病週間です。
山鹿市立病院では、糖尿病の啓蒙・啓発のために下記日

程で、測定、相談等を行います。
無料ですので、ぜひご参加ください。
日時u11月13日E 14：00～16：00
場所u市立病院２階研修室
内容u身長・体重・血圧・血糖測定

薬剤・栄養・運動相談
血糖測定器・インスリン注射器
の展示等
…市立病院　　
1４４‐２１８５
内科外来（内線150）

夜間におけるお子さまの急な病気への対応や応急
処置などを相談できる窓口です。
相談時間u夜間(毎日) 午後７時～11時
相談員u看護師
電話番号u県内統一　

1＃8000 または 096‐364‐9999

24時間電話を通して健康をお届けします。
電話番号u1 096‐385‐3300

相談の種類
電話相談
1０９６‐３８１‐４３４０
来所（面接）相談
※要予約

相談日時
平日（月～金）
９：00～16：00
第４金曜日
14：00～16：00

対応者
相談員
(保健師等)

産婦人科医

場所と日時u
q菊鹿総合支所　
11月７日F ９：30～11：30

wＪA鹿本菊鹿支所
11月７日F 13：00～15：30

eMr.Max山鹿店　
11月14日F ９：30～11：30

12：30～16：00
r鹿央多目的研修センター　
11月21日F ９：30～11：30

12：30～16：00

問合せ

月
火
水
木
金
土/日　

11月の週間プログラム
新型インフルエンザについて
ノロウィルス感染症
無症候性脳梗塞
口臭
生理痛について
家族が「がん」と言われたら

※曜日ごとに、同じ内容のテープが聞けます。
※祝日は前日と同じ内容です。



菊
鹿
短
歌
会
　
九
月
作
品

秋
風
に
誘
は
れ
て
ゆ
く
み
社
の
杉
の
傍
へ
に

コ
ス
モ
ス
揺
る
る
　
　
　
　
　
富
田
た
か
え

出
揃
ひ
し
稲
穂
田
わ
た
り
来
る
風
に
今
朝
た

し
か
な
る
秋
を
受
け
と
む
　
　
坂
口
し
ず
み

夏
越
え
し
葭
簾
の
糸
も
乱
れ
ゐ
て
苦
行
の
ご

と
き
暑
も
去
る
ら
し
き
　
　
　
中
原
ち
え
子

山
鹿
短
歌
会

十
月
例
会

安
永
蕗
子
選
・
監
修

嘆
き
あ
ふ
こ
と
あ
ら
ず
し
て
帰
る
喪
の
道
遠

く
し
て
夕
昏
れ
は
や
し
　
　
　
中
原
　
節
子

風
荒
ぶ
枯
葉
四
、
五
枚
転
が
り
て
絡
ん
で
走

る
踊
る
が
如
し
　
　
　
　
　
　
西
嶋
　
孝
子

姫
女
苑
咲
け
ば
天
与
の
明
る
さ
に
い
ま
だ
も

昏
れ
ぬ
白
き
群
落
　
　
　
　
　
戸
次
　
幸
子

鹿
央
短
歌
会
　
九
月
作
品

熱
戦
の
野
球
放
送
聞
き
お
れ
ば
法
師
蝉
啼
く

立
秋
の
午
後
　
　
　
　
　
　
　
竹
原
　
黎
子

田
の
面
飛
ぶ
農
薬
散
布
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
稲

は
片
方
に
揃
う
て
靡
く
　
　
　
江
藤
　
恭
子

脳
ま
で
が
焼
き
つ
き
そ
う
な
暑
さ
か
な
植
木

つ
ら
か
ろ
雨
よ
降
れ
降
れ
　
　
甲
山
　
妙
子

あ
じ
さ
ゐ
短
歌
会
　
十
月
例
会

た
ま
さ
か
に
来
て
鳴
く
百
舌
よ
近
う
寄
れ
確

と
知
ら
ざ
り
汝
の
姿
を
　
　
　
横
尾
　
ト
シ

死
ぬ
時
も
一
緒
と
誓
ひ
し
仲
な
の
か
身
を
触

れ
合
ひ
て
蝶
の
動
か
ず
　
　
　
鹿
子
木
泰
子

秋
蝉
の
異
様
に
高
き
「
ツ
」
の
音
が
社
の
塔

を
登
り
て
ゆ
け
り
　
　
　
　
山
口
　
信
博

鹿
本
短
歌
教
室

九
月
例
会

樹こ

の
下
に
古
り
し
石
臼
苔
の
む
た
新
涼
の
光か
げ

ゆ
ら
ゆ
ら
か
づ
く
　
　
　
　
　
中
川
　
晶
子

美
し
く
老
い
よ
と
わ
れ
を
促
し
て
け
さ
の
歩

み
に
う
ぐ
ひ
す
の
こ
ゑ
　
　
　
後
藤
　
戌
雄

わ
が
裡
の
虚
飾
の
も
ろ
く
く
づ
る
る
と
夜
半

さ
め
て
聞
く
雨
音
は
げ
し
　
　
田
中
　
静
香

鹿
北
短
歌
会
　
十
月
例
会

亡
き
夫
は
光
れ
る
羽
に
乗
り
い
む
か
わ
れ
を

廻
り
て
ア
キ
ア
カ
ネ
飛
ぶ
　
　
西
牟
田
節
代

い
つ
の
間
に
部
屋
に
入
り
た
る
虫
達
か
競
い

て
鳴
く
を
灯
を
消
し
て
聴
く
　
貞
熊
喜
美
子

秋
の
水
透
け
し
浅
瀬
を
徒
渡
る
川
の
向
こ
う

の
ア
ケ
ビ
色
よ
し
　
　
　
　
　
深
牧
　
五
雄

山
鹿
俳
句
会

十
月
例
会

岩
岡
中
正
選

秋
野
菜
畑
が
暮
し
支
へ
く
れ

児
玉
　
徳
夫

芒
原
風
の
さ
ゝ
や
き
聞
か
ま
ほ
し
　
　
　
　
　

平
野
　
睦
子

ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
や
夜
明
け
の
窓
の
下
あ
た
り

園
田
　
紀
子

菊
鹿
銀
河
俳
句
会

坂
道
を
背
負
ふ
日
暮
れ
の
栗
の
籠酒

井
　
睦
美

風
入
れ
て
繕
う
野
良
着
原
爆
忌

吉
里
千
鶴
子
　

夜
の
明
け
る
竹
は
揺
が
ず
虫
の
声

内
古
閑
ひ
と
み

タ
ッ
プ
俳
句
教
室
　
十
月
例
会

山
肌
も
朝
も
や
の
中
紅
を
さ
し

大
薗
美
奈
子

長
袖
か
服
を
ま
よ
わ
す
秋
の
風

福
島
　
　
恵
　

秋
到
来
バ
チ
バ
チ
ひ
び
く
タ
イ
ヤ
か
な

富
士
木
勇
人

鹿
本
俳
句
教
室
　
九
月
例
会

利
光
釈
郎
選

水
足
り
て
日
毎
垂
れ
ゆ
く
稲
穂
か
な

坂
本
　
礼
子

整
然
と
燃
え
る
棚
田
の
彼
岸
花
　
　
　
　
　
　

小
原
　
洋
子
　

秋
晴
や
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
胸
弾
む戒

田
喜
久
子

河
鹿
会
　
肥
後
狂
句

八
月
例
会
　
　

互
選
句

見
苦
し
さ
　
父
ち
ゃ
ん
前
は
し
め
な
は
り
　
　

山
本
　
凡
太

見
苦
し
さ
　
若
き
ゃ
ふ
り
し
て
ミ
ニ
て
た
い
　

古
川
ひ
ろ
み

見
苦
し
さ
　
ち
ゃ
ん
と
帯
ど
ま
し
め
な
は
り
　

古
賀
　
楽
居

肥
後
狂
句
や
ま
が
会

九
月
例
会

立
山
連
峰
選

戦
い
す
ん
で
　
知
っ
た
平
和
の
有
り
難
さ
　
　

宮
本
て
つ
哉

裏
　
歩
で
も
返
れ
ば
金
ば
い
た
　
　
　
　
　
　

黒
田
　
如
水

ラ
イ
バ
ル
が
　
居
た
か
ら
今
の
僕
が
有
る
　
　

藤
本
　
白
扇

戦
い
す
ん
で
　
世
界
の
壁
は
厚
す
ぎ
た

竹
下
　
賀
松

赤
ト
ン
ボ
　
十
八
番
の
飛
び
出
ァ
た
　
　
　
　

松
尾
　
精
郎

藤
本
白
扇
選

赤
ト
ン
ボ
　
釣
瓶
落
と
し
に
見
失
い

長
瀬
　
狂
介

馬
鹿
ら
し
さ
　
肩
書
き
ァ
え
え
が
無
報
酬
　
　

寺
本
凡
久
良

ラ
イ
バ
ル
が
　
凌
ぎ
を
削
る
棒
グ
ラ
フ
　
　
　

松
井
　
爆
笑

赤
ト
ン
ボ
　
特
攻
隊
で
散
っ
た
兄
　
　
　
　
　

古
里
イ
ツ
代

馬
鹿
ら
し
さ
　
戒
名
は
安
か
つ
で
え
え
　
　
　

有
働
　
知
遊

◆寄附お礼（山鹿市に）◆
オムロンリレーアンドデバイス株式会社さん（杉）
福祉事業推進のために　木製のイス　15脚

◆およろこび◆

山　鹿　山部　　剛さんQ田尻日朗美さん
松本　旭倫さんQ上田　寛子さん
山内　秀人さんQ清水　朝美さん
船津　翔太さんQ尾田里香子さん
柿内　健作さんQ久保　治代さん

八　幡　鹿子木幸司さんQ橋爪麻衣子さん
三　岳　羽田　忠弘さんQ高尾　美夏さん
三　玉　家入　彰太さんQ奥村　美紀さん
大　道 坂口　博昭さんQ竹熊　里美さん

大仁田　健さんQ岡本　幸子さん

六　郷 小澄　周一さんQ川口　仁美さん

米野岳 吉田　　奨さんQ米加田真寿美さん

◆うぶごえ◆

山　鹿　泉田　　旭
あさひ

さん　竹野　輝里
ひ か り

さん
牛島　　伶

れい

さん　田口　幸奨
こうすけ

さん
荒木　優羽

ゆ う

さん
八　幡 池田　直人

な お と

さん　三森　柚希
ゆ ず き

さん
森田　歩夢

あ ゆ む

さん　西川　雄貴
ゆ う き

さん
平小城　井上　永遠

と わ

さん
三　玉　中島　彩花

あ や か

さん　野中　実倫
み の り

さん
大　道 中島　清太

せ い た

さん　稗嶋　美月
み づ き

さん
村田　悠太

ゆ う た

さん　竹ノ内美琴
み こ と

さん

岳　間　中満　健介
けんすけ

さん
岩　野　中村　虹琴

に こ

さん

六　郷 徳丸　幸汰
こ う た

さん

来　民 淺野　友喜
と も き

さん　金光　涼己
す ず み

さん
稗嶋　　迅

じん

さん　松山　光葉
み つ は

さん
池田　渓太

け い た

さん
稲　田　中山　高宏

た か お

さん

千　田 西村　　雫
しずく

さん　西村　　碧
あおい

さん
木村　颯香

そ よ か

さん
米野岳 廣川　楓華

ふ う か

さん
山　内 廣岡　輝龍

きりゅう

さん

◆おくやみ◆

山　鹿　川原　正清さん(100)  立花香代子さん(80)
緒方　米子さん(81)一ノ 登茂惠さん(85)
村上　勝美さん(84) 前田ミドリさん(97)
川原　安成さん(65) 永　一男さん(82)

八　幡 今野美代子さん(72) 竹熊　圭介さん(82)
中村　　敏さん(72) 野中ハル子さん(95)

平小城 田中　元治さん(86) 荒木　　巧さん(84)
三　岳　中尾　信行さん(77)
三　玉　近藤　光博さん(62)
大　道 川上イマ子さん(62) 速水キミエさん(97)

松本　明 さん(63)

岩　野　内野ハツミさん(100) 内野　 最さん(81)
広　見　古川　　巌さん(97) 阿部　秀文さん(49)

三串美惠子さん(60) 中村　元 さん(91)

六　郷 井上不器男さん(75) 
城　北 冨田 夫さん(85) 矢野　偉寉さん(86)

永　康家さん(88) 井　ツルさん(92)
徳永　　明さん(81) 平井ハルコさん(93)

来　民 原田　昭夫さん(76)
稲　田　渡邊　臣策さん(83) 岩下　貫道さん(80)

渡邉アサエさん(80) 田中　　博さん(81)
中　富　村上　安憲さん(91) 宮本キヨ子さん(85)

松永孝一郎さん(89) 薮　マサオさん(87)

千　田 松村チヨ子さん(98)
米野岳 谷口サダムさん(102)
山　内 藤本　幹子さん(51)

※９月中の届出受付分を掲載しています

ウスキキヌガサタケ

キノコの女王といわれるウスキキヌガサタケ。
８月28日に菊鹿の山中で撮影されました。レ
ース状の黄色い傘は、まるで黄色いスカート
のように見えます。環境庁の絶滅危惧種2類
にもなっている大変貴重なキノコです。
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■人口と世帯

広見小４年　野中千春さんの作品

＊掲載の人名は、原則として新聞用語懇談会の取り決め
による漢字を使用しています（広聴広報係）

人口　　58,416（－58）
男　　27,630（－22）
女　　30,786（－36）
世帯数　21,051（±０）
９月末現在（前月末比）

Q
秋
と
い
え
ば
、
ス
ポ
ー
ツ
・
食
欲
・
芸

術
・
読
書
な
ど
い
ろ
い
ろ
連
想
さ
れ
ま
す
。

食
欲
・
味
覚
の
秋
と
い
え
ば
、
松
茸
に
〜
秋

刀
魚
に
〜
梨
に
〜
お
い
し
い
も
の
ば
か
り
。

Q
「
食
の
安
全
・
安
心
」
に
消
費
者
の
関
心

が
高
ま
る
中
で
、
今
後
は
ま
す
ま
す
生
産
者

と
消
費
者
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
地
元
産
に

こ
だ
わ
り
地
域
の
魅
力
を
高
め
て
い
く
こ
と

が
大
事
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
年
の
秋

は
、
地
産
地
消
で
食
の
安
全
を
見
直
し
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

(
才)

S

最
近
で
は
、
テ
レ
ビ
や
雑
誌
な
ど
で
毎
日

目
に
す
る
『
エ
コ
』。
先
日
家
族
で
訪
れ
た

テ
ー
マ
パ
ー
ク
で
も
マ
イ
カ
ッ
プ
で
飲
み
物

50
円
引
き
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
が
お
こ
な
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
何
か
地
球
の
た
め
に
で
き
る

事
は
な
い
か
と
考
え
の
方
、
ま
ず
は
マ
イ
バ

ッ
ク
や
マ
イ
は
し
な
ど
一
人
で
も
気
軽
に
取

り
組
め
る
エ
コ
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

S

今
回
の
特
集
で
は
、
多
く
の
方
に
取
材
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
紙
面
の
関
係
で

掲
載
で
き
な
か
っ
た
事
を
お
詫
び
い
た
し
ま

す
。
今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。(

Ｋ)


